
�� ���������� �����	���
�������
���� ���������������
�
�������� ���
������

�������������������	���
���
���
�����
����

�� �� ���� �� ���� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� � 

�!�"���#�$�#���%�&�'
�� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� � �(�
���
�)�� �� �!�� �� ���� �� �'�	���
���)

�!�*�������������$�#���'
�
���
�+�
���,

�!�-�����%���.�/�����0�1�2���'
�.���2�%�.�#

�!�3���.�����%�&�'
�3���.�����%�&���%�4���-���/�%�.�5

�!�6�$�7�"���8�*�'
�9�#�#�2���	�:�:�5�%���;�%�.�<�:�����;�
�)�+�)���:���������)�����=�=�)

�!�>�-�7�'
�9�#�#�2���	�:�:�9�5�?�;�9�$�&�5�?���;�&���#�:�
���;�+�����;���)�����)�:���������)�����=�=�)

�� �� �� �� �� �� �� �� �@�A�B�C



令
和
6
年
度
　
神
戸
大
学
地
域
連
携
活
動
報
告
書

神
戸
大
学
地
域
連
携
推
進
本
部

5mm





はじめに

本報告書は、神戸大学における令和6年度の地域連携活動の展開をまとめたもので、各部局のセンター等の持続的な地域連携
活動に加え、公募事業での教員や学生の意欲的な取り組みについて報告しています。本学の地域連携活動を統括するために設け
られた地域連携推進本部は、（1）本学と自治体等との連携活動の推進、（2）本学における地域連携の組織的な取り組みへの支援、
（3）本学における地域との窓口としての連絡調整を担っています。
（1）では、本学は令和6年8月に三田市と、令和7年3月に姫路市と包括的な連携協定を結びました。三田市とは、これまでシステ
ム情報学研究科及び保健学研究科との部局協定がありましたが、医学研究科での人材育成プロジェクトを同市とともに進めるのを
機に包括連携協定締結の運びとなりました。また、姫路市とは、これまで同市の大学発まちづくり研究助成事業補助金を受けるとと
もに、国際文化学研究科との部局協定がありましたが、令和7年度から5年間、医学研究科に姫路市からの寄付講座を設置するの
を機に包括連携協定締結の運びとなりました。本学の全学的な連携協定は、三田市及び姫路市が加わったことで11自治体・地区
（兵庫県内10自治体・地区）となりました。
また、これまでの連携協定に基づくものとしては、丹波篠山市との連携協定に基づき、各種の連携活動を実施するとともに、今年
度新設された本学BMO棟において連携推進協議会を開催するなど、兵庫県内外の自治体との連携活動を実施しました。また、本
学と（株）ラジオ関西との連携協定に基づき、令和5年4月から本学の教員が最先端の研究や地域での活動について発信するラジ
オ番組「神戸大学☆夢ラボ」（毎週日曜午前8:45～9:00）が放送されており、番組開始から2年目に当たる令和6年度は合計52回
放送され、学長を含む教員25名、大学院生（救急救命士）1名が出演しました。この「神戸大学☆夢ラボ」は、令和7年度も放送を
継続します（毎週日曜午前9:30～9:45）。さらに、（株）神戸新聞社との連携協定に基づき、本学と神戸新聞社が連携して、令和6
年6月及び7月に震災の教訓や将来への備えについて考える2回の授業が本学で実施されました。
また、文部科学省「地域創生に応える実践力養成ひょうご神戸プラットフォーム」（COC＋事業、平成27～令和元年度）のフォ

ローアップとして、令和7年3月に「令和6年度地域創生に応える実践力養成ひょうご神戸プラットフォーム連絡会」を本学BMO棟
での対面とオンラインの併用で開催し、本学、兵庫県立大学、園田学園女子大学が各大学の特徴を活かした地域連携活動を紹介
するとともに、意見交換ではCOC＋参加機関である神戸市看護大学、兵庫県、神戸市、神戸商工会議所、兵庫県経営者協会、兵
庫工業会、神戸新聞社からのご意見、ご感想も得て、地域の活性化や課題解決に関する活発な議論がなされました。
（2）では、学内公募事業として、部局による組織的な地域連携活動を支援する「地域連携事業（組織型）」、教員、学生の地域連
携活動を支援する「地域連携事業（個人型）」及び「学生地域アクションプラン」をそれぞれ募集しました。その結果、組織型では人
文学研究科、保健学研究科、農学研究科、国際文化学研究科、海事科学研究科の地域連携センター、人間発達環境学研究科発
達支援インスティテュート、経済経営研究所地域共創研究推進センター、法学研究科パブリック・コミュニケーション・センター、丹波
篠山フィールドステーションにそれぞれ予算を配分しました。個人型では7部局、11名の教員を支援し、学生地域アクションプランで
は6団体を支援しました。これらの支援によって、本学の地域連携活動が全学的に展開され、さらに活性化することが期待されます。
（3）では、自治体委員会等への教員派遣の他、自治体等が実施する地域課題の解決を目的とした研究助成や補助金など、各種
公募事業に関する学内周知を図っています。
地域連携推進本部は、組織連携推進部門、地域連携教育部門、ボランティア支援部門から構成されていますが、そのうち組織

連携推進部門では、（1）～（3）で述べた自治体、企業との連携活動や学内公募事業の実施に取り組んでいます。地域連携教育部
門では、COC＋事業の教育プログラムとして開発した全学共通教育科目「ひょうご神戸学」と「地域社会形成基礎論」をオンデマ
ンド方式とリアルタイム方式を併用したオンライン授業で継続的に開講しており、令和6年度は延べ1,173人の学生が履修しまし
た。ボランティア支援部門では、「学生地域アクションプラン」および「学生ボランティアサポート」において登録ボランティア団体の
活動を支援するとともに、能登半島地震被災地において神戸大学生の復旧・復興災害ボランティア活動を支援するため、「神戸大
学生による能登半島地震　復旧・復興 災害ボランティア活動経費助成」制度を設け、その運用に当たりました。さらに、全学共通
教育科目「ボランティアと社会貢献活動A」、「ボランティアと社会貢献活動B」を令和6年度後期に開講し、前者は142人、後者は
35人の学生が履修しました。さらに、ボランティア支援部門が主導して応募し、採択された大学都市神戸産官学プラットフォームの
プロジェクト「企業、行政、住民が共につくる地域防災」には、神戸大学を含む5大学が参画しており、令和6年8月には神戸大学が
第1回セミナー「つながりから広がる、地域防災の未来」をプラットフォームの拠点であるKOBE Co CREATION CENTER（神
戸市中央区）で開催しました。
また、令和6年度の特筆すべきイベントとして、「阪神・淡路大震災30年シンポジウム」の開催があります。神戸大学は、令和7年1
月11日に阪神・淡路大震災から30年の経験や教訓、研究成果を発信する「阪神・淡路大震災30年シンポジウム」を神戸大学百年
記念館六甲ホールで開催しました。シンポジウムは、神戸大学阪神・淡路大震災30年事業委員会、都市安全研究センター、地域連
携推進本部が主催し、国立大学協会レジリエント社会・地域共創シンポジウムの一環として実施し、地域連携推進本部は、とくにシ
ンポジウム第1部の企画・運営を主導しました。藤澤正人学長の開会挨拶の後、第1部の前半では、住田功一氏（卒業生、大阪芸術
大学教授、元NHKアナウンサー）、安田真奈氏（卒業生、映画監督、脚本家）と奥村弘理事・副学長（地域連携推進本部長）の鼎
談が行われました。第1部の後半では、山地久美子特命准教授（ボランティア支援部門長）と4つの学生団体が能登半島地震の被
災地支援をはじめとする様々な活動を報告しました。1月17日の震災30年の節目を前に、市民の関心も高く、会場とオンラインを合
わせて約250名がシンポジウムに参加しました。
地域連携推進本部は、地域をフィールドとして、地域の課題解決に資する教育研究と、それを実践する活動に取り組んでいる教

員や学生を支援し、大学の持つ「知」を地域社会に還元することを目指しています。今後ともボランティア支援を含む幅広い地域連
携活動を全学的に展開していきます。本学の地域連携活動について、地域の皆様、関係者の皆様から今後ともご支援、ご協力を賜
りますようお願い申し上げます。

神戸大学地域連携推進本部
アドバイザリーフェロー

田中丸　治哉







神戸大学地域連携推進本部　令和 6年度活動報告
1．地域連携推進本部の概要
神戸大学地域連携推進本部は、自治体等と連携し、本学が有する人的・物的資源を活用することにより、

個性豊かな地域社会の形成を支援するとともに地域の課題の解決を図り、地域の発展に貢献することを目的
としている。令和 3年 10月には、本学の地域連携の更なる機能強化を目的として、地域連携推進室から地
域連携推進本部に改組され、組織連携推進部門・地域連携教育部門・ボランティア支援部門の 3部門が設置
された。
組織連携推進部門は、自治体等の他組織との組織的連携の推進、神戸大学地域連携推進連絡協議会やひょ

うご神戸プラットフォームの運営、各種コンソーシアムとの連絡調整などの業務を、地域連携教育部門は、
学内の地域連携センターなどとの連絡調整や、共通教育科目における地域連携教育の実施などの業務を、ボ
ランティア支援部門は、学生及び学生団体などへのボランティア・社会貢献活動に関する支援、共通教育科
目でのボランティア・社会貢献活動教育などの業務を行っている。
日々の運営については、月に 2回の定例会議の実施により遂行し、本部の業務に関する重要事項を審議す

る際には各地域連携センター長などのメンバーからなる神戸大学地域連携推進本部運営委員会を適宜開催し
ている。また本部に関する事務は、研究推進部連携推進課連携推進グループにおいて行っている。
以上の体制により、地域連携推進本部は、各部局の地域連携センター等と協力しながら、兵庫県、神戸市

をはじめとする地方公共団体、企業、住民団体、地域住民、NPO等との連携を通じたグローカルな地域社
会形成や、阪神・淡路大震災以降の安心・安全、健康などの課題に応える異分野共創型の地域連携事業を展
開している。
また、ニュースレター「地域・だいがく連携通信」の年 2回発行を維持するとともに、ホームページのリ

ニューアルやパンフレットの更新に向けた編集などを通じて本学の地域連携に関する取組の広報にも努めて
いる。今年度の特徴的な活動は下記の通りである。

２．組織連携推進部門
１）　自治体等との連携事業の推進に関すること
①連携協定のある自治体・企業との連携事業の推進
a. 兵庫県（県立美術館、県立高校含む）（2010 年全学協定）
・8/19 地域活性課・計画課を訪問
・3/8 ひょうご関係人口フォーラム・交流会への参加
【兵庫県立美術館】
・9/26 兵庫県立美術館を訪問
【県立高校】
・3/4 県立御影高等学校の生徒・OB・OGと震災動画ワークショップの開催
b. 神戸市（2013 年全学協定）
・9/30 市内自治会文書・旧家文書調査に関する打ち合わせ
・12/3 神戸市大学連携実務担当者会議への参加
・1/14 ひとり暮らしの大学生等の生活支援事業ブース出展協力＠生協
・1/20  震災 30年レジリエンスセッション  

機能ロボット学研究室（横小路泰義工学研究科教授）出展エントリーの調整
・2/14 事務局長会議
・3/6 BEKOBE学生ナビ周知依頼対応
・大学発アーバインイノベーション神戸（採択研究 13件、神戸市企画調整局大学連携推進課）
・KOBEゼロカーボン支援補助金（採択研究 2件、神戸市環境局環境創造課）
・大学と連携した地域課題の調査研究業務（採択件数 4件、神戸市企画調整局政策課）
・未来の神戸づくりに向けた大学等応援助成（ふるさと納税で約６００万円の寄付）
・「アンカー神戸」に会員登録を行い、地域の活性化や新規事業の立ち上げ、各種セミナーを開催
b. 灘区（2004 年全学協定）
・9/27 地域協働課と打ち合わせ
・10/11 地域協働課との連携事業打ち合わせ
・12/6 奥村本部長・丹本灘区長懇談会
・ 12/13  灘区役所メンバーとアメリカンフットボール部 RAVENS チアリーダーによる灘区広報啓発

チーム「マリーゴールド・エンジェルス」結成式
・1/28 地域協働課と打ち合わせ
・3/4 「灘区大学と連携したまちづくりチャレンジ事業補助金報告交流会」への参加
・3/8 なだ大交流会への参加2



・「のびやかスペースあーち」＠旧灘区役所跡地（人間発達環境学研究科）の運営
・灘区大学と連携したまちづくりチャレンジ事業補助金（採択件数 5件、灘区地域協働課）
c. 小野市（2004 年全学協定）
・「小野市大部地区歴史調査及び小野市市場町近藤廣家文書目録作成」事業（人文学研究科）
d. 朝来市（2004 年全学協定）
・1/27 神大OB古民家活用について打ち合わせ
・3/16 朝来市 F家住宅調査with 人文学研究科
・「朝来市関連の古文書及び歴史調査に係る指導助言」（人文学研究科）
e. 加西市（2009 年全学協定）
・10/31 包括連携協定に基づく文化財保存及び活用に関する協議会
・12/16 食資源教育研究センター、加西市政策課訪問
・「加西市戦争遺産資料拡充調査委託」調査、「sora かさい」歴史ゾーンでの展示協力（人文学研究科）
・地元農家・企業と連携して「はりまる」を使ったコロッケづくり・販売（食資源教育研究センター）
f. 丹波篠山市（2010 年全学協定）
・1/14 丹波篠山研究会設立総会
・1/22 地域連携推進連絡協議会の開催
・2/22 丹波篠山研究発表会、実践農学入門成果報告会（農学研究科地域連携センター）
g. 三木市（2013 年全学協定）
・10/7 三木市行政不服審査会委員の推薦依頼
・12/27 同委員就任につき企画政策課と打ち合わせ
・新三木市史の刊行（人文学研究科地域連携センター）
h. 大分県中津市（2016 年全学協定）
・9/18 教育委員会社会教育課と打ち合わせ＠ zoom
・8/27 ～ 31　中津市アーカイブズ講座への協力
・3/7 中津市歴史博物館協議会への参加
i. 三田市（2024 年全学協定）
・10/31 三田市大学間事務連絡会議
・11/13 学長と市町との新春対談収録
・12/22 医療人材育成事業「SANDA CAREER CAMPUS」特別講演（保健学研究科・医学研究科）
j. 姫路市（2025 年全学協定）
・11/7,11　大学発まちづくり研究助成事業中間発表会
・12/2 学長と市長との新春座談会（神戸新聞社主催）
・12/19 連携協定につき打ち合わせ
・3/10 R7 年度大学発まちづくり研究助成事業公募開始
・3/17 全学協定締結式
・3/27 大学発まちづくり研究助成事業成果発表会
k. ㈱神戸新聞社（2014 年全学協定）
・ 全学共通科目「阪神・淡路大震災と都市の安全」の授業枠内にて神戸新聞社と共同で震災に関する授業
を企画。神戸新聞社から講師派遣、南海トラフ地震に対する備えなどについてワークショップ形式も交
えながら検討。  
6/11 近藤民代先生と冨居雅人氏（神戸新聞経営企画局次長、NIE/NIB 推進部長）  
7/9 奥村弘先生と長沼隆之氏（論説副委員長）
・ 阪神・淡路大震災 30年に合わせ、研究者のインタビューなどをまとめたブックレット、神戸大学阪神・
淡路大震災 30年事業委員会編『震災 30年を未来へつなぐ－神戸大学と阪神・淡路大震災』（神戸大学、
2025 年）を発行。制作は神戸新聞総合出版センターが担当。

l. ㈱サンテレビジョン（2021 年全学協定）
・震災文庫等と震災動画の公開に関する研究会（人文学研究科）
m. ㈱ラジオ関西（2023 年全学協定）
・ 「神戸大学夢☆ラボ」放送（毎週日曜 8:45 ～ 9:00）…計 26回放送。藤澤正人学長を含む教職員 25名、
学生 1名が出演。

②神戸大学地域連携推進連絡協議会の開催
・1/22 令和 6年度丹波篠山市・神戸大学地域連携推進協議会の開催＠神戸大学

③各種プラットフォームの運営、参画
a.（一社）大学コンソーシアムひょうご神戸
・理事会、定時総会、学生交流委員会、ひょうご産官学連携協議会総会への委員派遣 3



b. 地域創生に応える実践力養成ひょうご神戸プラットフォーム（COC+事業による設立）
・ 2/8  園田学園女子大学×神戸大学　歴史文化領域シンポジウム「生活の記憶をつなぐ－地域歴史遺

産の記録」共催
・3/11 プラットフォーム連絡会＠神戸大（ハイブリッド）開催
c. （一社）大学都市神戸産官学プラットフォーム
・「企業、行政、大学、住民が共につくる地域防災」プロジェクト採択（神戸大学がリーダー校）
　「つながりから広がる、地域防災の未来セミナー」開催
第 1回　8/2「能登半島地震から次の 30年を考える」
第 2回　12/15「阪神・淡路大震災から 30年 次に私たちができること」
第 3回　2/26「みんなの避難の場～多様性と包摂性を考える」

④新規に地域連携協定を締結した部局への支援
a. 医学研究科と淡路市
・6/21 「淡路市と国立大学法人神戸大学医学部附属病院との連携に関する協定」を締結
・ 神戸大学医学部附属病院の知見を活かし、淡路市が市民に向けて多様化する医療ニーズへの対応と医療
サービスの充実を図り、同市が推し進める医療・健康増進の支援に取り組む。

２）本学における地域連携の組織的な取組への支援に関すること
①各研究科地域連携センター等が行う地域連携事業への支援
人文学研究科、保健学研究科、農学研究科、海事科学研究科、国際文化学研究科の各地域連携センター等

が行う事業の統括や、今後の事業展開に関する相談、調整、事業の後方支援を行った。自治体等から当本部
に寄せられる要望などに対し、各地域連携センターに繋ぎ調整することで、大学全体の地域連携を推進した。

②学内公募事業の実施
本部では、地域連携の組織的な取り組みを全学に広げることを目的として、各研究科の地域連携センター

等への予算配分をＲ５年度より公募制に改め、新たに「地域連携事業（組織型）」を導入した。その結果、
従前の地域連携センター（人文学研究科・保健学研究科・農学研究科・国際文化学研究科・海事科学研究科）、
人間発達環境学研究科発達支援インスティテュート、経済経営研究所地域共創研究推進センター、丹波篠山
フィールドステーションに加え、新たに法学研究科パブリック・コミュニケーション・センターにも地域連
携活動を支援する予算を配分した。
また、教職員や学生が行う地域活性化に資する新たな取り組みを支援する「地域連携事業（個人型）」と「学

生地域アクションプラン」を実施した。なお、従前は、既存の地域連携センター等を有する 4研究科に配置
された教員は「地域連携事業」に応募できなかったが、R5年度以降「地域連携事業（組織型）」の創設に伴っ
て、全部局の教職員が「地域連携事業（個人型）」に応募できるよう改めている。
a. 地域連携事業（組織型）（全部局対象）
人文学研究科地域連携センター 地域歴史遺産の保全・活用事業
保健学研究科地域連携センター 少子高齢社会に対応した街づくり事業
農学研究科地域連携センター 地域連携による食料・農業・農村の持続的発展支援事業
人間発達環境学研究科ヒューマン・コミュニティ創成研究センター 持続可能な社会づくりをめざすプラットフォーム創成支援事業
丹波篠山フィールドステーション（地域連携推進本部） 農山村創成のための拠点形成と人材育成事業
国際文化学研究科地域連携センター 兵庫・関西を中心とする地域文化振興と社会的課題の解決
海事科学研究科地域連携センター 海事科学研究科－東灘区、神戸市との連携事業の推進
経済経営研究所地域共創研究推進センター 地域共創による兵庫県の中小企業支援策の推進
法学研究科パブリック・コミュニケーション・センター 地域連携に基づく「脱炭素化・地域課題解決」に向けた複眼的教育と実践

b. 地域連携事業（個人型）（教職員対象）
農学研究科　教授　宇野 知秀 山田錦の米ぬかを用いた新規化粧品の開発（継続課題）
経営学研究科　准教授　原 泰史 移動・人流・オープンデータに基づくるグリーンイノベーションの解析およびコミュニティ実装実験
保健学研究科／認知症予防推進センター
特命准教授　園田 悠馬 地域の健康を支える人材育成によるウェルビーイング向上事業

農学研究科　教授　石井 弘明 デジタルトランスフォーメーション(DX）による天然記念物の見える化
工学研究科　准教授　栗山 尚子 鶴甲団地　再生・活用プロジェクト

国際文化学研究科　教授　長 志珠絵 神戸の戦後生活史をめぐる映像資料を読む・見る・語る
－戦災史資料の蓄積を新たに読み直すパブリック・ヒストリーの試み

人文学研究科　教授　平井 晶子 多文化の背景を持つ子ども・若者の育ち・学び・未来に関する実証的研究
科学技術イノベーション研究科／
先端医療学分野　教授　山下 智也

医療過疎化に向かう地域での医療資源の有効活用と住民健康管理におけるイノベーション創
出～アカデミアンによる新たな地域連携活性化支援モデルの探索

農学研究科　准教授　八木 浩平 丹波篠山市と連携した有機丹波篠山黒枝豆の適切な販売チャネルの構築に係るプロジェクト
経営学研究科　教授　松嶋 登 六甲山上の地域学校協働活動を通じた、領域横断型の環境教育プログラムの開発および実施
経営学研究科　教授　内田 浩史 平野プロジェクト2024：ユーザー中心の課題解決によるまちづくり・商店街活性化

c. 学生地域アクションプラン（学生対象）
神戸大学保全生態学研究会 行政と連携した天然記念物に関する調査・啓蒙活動4



神戸大学学生震災救援隊 「耐震構造の人間関係」形成に向けて学生の地域参加を進める事業
地域交流機会創出の会「なごぶい」 ＵＲグリーンヒルズ六甲における社会的交流促進活動
児童文化研究会 健やか子どもの笑顔事業　in豊岡
神戸大学＜TEAM NADA＞ 「灘・夢ナリエ」ワークショップ活動
K&MBERRIES 夏イチゴのマルシェ・トライアル

③地域連携事業に関する自治体補助金の周知、申請取りまとめ
a. 大学発アーバインイノベーション神戸（神戸市企画調整局産学連携推進課）

神戸市が抱える地域課題や社会課題の解決につながる若手研究者の研究活動経費助成制度「大学発アー
バンイノベーション神戸」において、本学の教員が 13件採択された。
人間発達環境学研究科 ウェルビーイングの実現に資する社会的つながりの新たな推定・評価方法の確立
産官学連携本部 農脳連携を通じた都市農村交流の促進
経済経営研究所 大都市における最低賃金の引き上げが周辺地域に与える影響の分析
都市安全研究センター コロナ住居喪失危機を契機としたハイブリッド型住宅セイフティネットの構築
国際人間科学部 神戸市長田の継承語・継承文化の保存と教育への活用を目指した総合的研究
農学研究科 神戸ビーフの美味しい香りの生成過程の解明とその関連遺伝子の探索
農学研究科 耕畜食地域連携を指向した肉牛ふん尿の新規資源循環プロセスの開発
工学研究科 医療機器開発促進に向けたカスタマイズ部品加工の自動化システム
人間発達環境学研究科 バイオフィリック・デザインによる都市緑地の展開ー多様な街路樹を生かしたLiving Nature Kobeを目指して－
保健学研究科 市民と医療者の協働による実用的な心不全症状マネジメントの開発
医学部 遠隔ロボット支援手術の通信遅延に対する手術手技絵の影響とトレーニング手法の探索
国際文化学研究科 神戸市域におけるキリスト教関係史料の整理と観光活用
人文学研究科 北区を中心とした神戸市域における地域所在資料の保全と活用

ｂ . 大学と連携した地域課題の調査研究業務（神戸市企画調整局政策課）
工学研究科 世代循環型まちづくりに向けた理論及び調査研究
経済学研究科 大規模マンション建設に伴う地域経済社会への影響と社会課題
ウェルビーイング先端研究センター 「坂の街神戸」と地域住民のWell-being：坂に息づくコミュニティの構築
人文学研究科 「多文化の背景を持つ子供・若者」とともに生きる社会をめざして：子育て・教育・進路に関する調査研究

ｃ .KOBEゼロカーボン支援補助金（神戸市環境局環境創造課）
2050 年ゼロカーボンの実現に向け、神戸の脱炭素と地域貢献の取組みにチャレンジする神戸市民、神
戸で活動する団体、法人などを応援するため創設した「KOBEゼロカーボン支援補助金」において、本
学の教員が 2件採択された。
経営学研究科 一般：環境プログラム「山の子エコロゴス」の実施を通じた、脱炭素社会を実現する環境意識の向上と、六甲山

上の地域課題を解決するコミュニティーの活性化
理学研究科 チャレンジ：バイオガスを原料とする光オン・デマンド化学品合成による温室効果ガス削減への取り組み

ｄ . 大学と連携したまちづくりチャレンジ事業助成（灘区地域協働課）
灘区域における地域活性化に資する事業を灘区が支援する「大学と連携したまちづくりチャレンジ事業
助成」において、本学の教員から 2件、学生団体から 3件が採択された。
灘地域活動センター（N.A.C.） 灘区内の災害復興住宅の集会所におけるふれあい喫茶の運営、戸別訪問活動
障害のある青年の生涯学習支援会（ふぉーえす） わくわくＪＯＹ＋（旧事業名：女子会＋）
まちプロジェクト実行委員会 まちプロジェクト’24
神戸大学天文研究会 なだ星まつり
神戸大学大学院人間発達環境学研究科 鶴甲いきいきまちづくりプロジェクト

e. 姫路市 大学発まちづくり研究助成事業（政策局高等教育室）
姫路市の政策や課題について提案を行う研究や、フィールドワークを中心とした姫路市のまちづくりに
関して提案等を行う研究等を対象に、姫路市が支援を行う「大学発まちづくり研究助成事業」において、
本学教員の研究が 2件採択された。
農学研究科 スギ人工林の再造林・広葉樹林化に関する研究：再造林樹種の検討
医学研究科 HEARTSデータ等を用いた播磨姫路圏域における救急医療の実態把握

３）本学における地域との窓口としての連絡、調整に関すること
①自治体委員会等への教員派遣
・神戸市／大学連携セミナー「こうべ生涯学習カレッジ」講師／教員 1名
・三木市／行政不服審査会委員／教員 1名
・三木市／情報公開審査会・個人情報保護審査会委員／教員 1名
・加西市／情報公開審査会委員・個人情報保護審査会委員・行政不服審査会委員／教員 1名

②自治体等主催事業への学生派遣・学内周知等の協力（135 件対応）

③自治体、企業等からの相談対応　
丹波市／ふるさと創造部総合政策課（7/12,2/27）
豊岡市／健康福祉部健康増進課（10/8）
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上郡町／視察（8.2）、企画広報課（5/10,11/7,1/6、1/16）
明石市／政策局 SDGs 共創室（7/9）
洲本市／神戸大学生のフィールドワーク視察（12/1）、企画情報部（11/20）
神姫バス（株）／地域事業本部 (11/8、2/27)、姫路駅トラベルラボ訪問（11/11）
大和リース（株）神戸支店／社長ら来学（1/7）

３．地域連携教育部門
１）COC＋事業に関する「地域の元気づくり教育プログラム」の実施
文部科学省公募事業「地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（COC+）」に、兵庫県では本学が申

請大学となり、「地域創生に応える実践力養成ひょうご神戸プラットフォーム」事業が採択（H27～ R1）。
大学からは兵庫県立大学・神戸市看護大学・園田学園女子大学が、自治体からは兵庫県・神戸市が、産業

界からは神戸商工会議所・兵庫県経営者協会・兵庫工業会・神戸新聞社が参画し、一体となってプラットフォー
ムを構築し、地域の課題解決に資する人材育成と若者の地元定着を目的とした事業を採択期間終了後も継続
して展開している。

①「地域の元気づくり教育プログラム」の実施　※オンデマンド型（一部 zoom利用のリアルタイム型）
COC+事業の教育プログラムとして全学共通教育科目の中で、ひょうご神戸学（1単位）・地域社会形成

基礎論（1単位）をH29 年度より開講し、事業終了後も継続開講するとともに、本学の地域理解に関連す
る教育プログラムの体系化、学内・学外の教育環境を整備。今年度より第 2Qの定員を 200 名から 300 名
に増加させた。いずれの授業も履修定員（第 2Q・第 3Qともに 300 名）に対し 8～ 10倍の希望者があり、
近年の学生の地域創生に対する興味関心の高さがうかがえる。
履修者数 （取消除く） 文 法 経済 経営 理 医 保健 工 農 国人 海洋 計
ひょうご神戸学第2Q 10 25 33 25 16 13 16 66 24 42 29 299
地域社会形成基礎論第2Q 7 18 27 29 18 15 17 88 10 37 24 290
ひょうご神戸学第3Q 9 10 41 33 19 7 12 68 16 42 38 295
地域社会形成基礎論第3Q 9 11 44 43 12 - 23 55 21 42 29 289

・「ひょうご神戸学」（月曜 5限、第 2・第 3Q開講）
地域で活躍できる人材、地元ひょうご・神戸において地域の担い手となる人材の育成を目的とし、ひょ
うご・神戸地域に関する、経済・地理・歴史・戦災・災害などの基礎的知識についての講義

・地域社会形成基礎論（木曜 5限、第 2・第 3Q開講）
現在、地域が直面している課題について多角的に理解し、地域社会形成の意義や、そのための取り組みに

ついての知識を得ることを目的とした、農業・経済・医療福祉・環
境・福祉・歴史文化・災害・法律・ソーシャルビジネス・キャリア
デザインなどの各分野からなる、地域社会形成についての講義
ひょうご神戸学

第2Q テーマ 担当 所属・肩書
1 6月10日 経済から見る兵庫・神戸のあゆみ 山地秀俊 元神戸大学経済経営研究所教授
2 6月17日 兵庫県・神戸市の農業 田中丸治哉 農学研究科教授
3 6月24日 兵庫県・神戸市の歴史 奥村弘 理事副学長・人文学研究科教授
4 7月1日 兵庫県の現在 岩切玄太郎 兵庫県企画部総合企画局計画課課長
5 7月8日 神戸市の現状と未来の姿 藤岡健 神戸市企画調整局参画連携推進部長
6 7月19日（金） 兵庫県・神戸市の地理 菊地真 人文学研究科准教授
7 7月22日 兵庫県の災害と戦災 佐々木和子 人文学研究科地域連携センター研究員
8 7月29日 兵庫県の地域課題　地元メディアの視点から 黒田浩二 神戸新聞社経営企画局経営企画部次長

第3Q テーマ 担当 所属・肩書
1 10月7日 兵庫県・神戸市の歴史 松下正和 地域連携推進本部特命准教授
2 10月15日（火） 経済から見る兵庫・神戸のあゆみ 衣笠智子 経済学研究科教授
3 10月21日 地域文化からみる神戸 山地久美子 地域連携推進本部特命准教授
4 10月28日 兵庫県の現在 岩切玄太郎 兵庫県企画部総合企画局計画課課長
5 11月6日（水） 神戸市の現状と未来の姿 藤岡健 神戸市企画調整局参画連携推進部長
6 11月11日 神戸から見えてくる新しい日本映画史 板倉史明 国際文化学研究科教授
7 11月18日 兵庫県の災害と戦災 佐々木和子 人文学研究科地域連携センター研究員
8 11月25日 兵庫県の地域課題　地元メディアの視点から 冨居雅人 神戸新聞社経営企画局局次長

地域社会形成基礎論
第2Q テーマ 担当 所属・肩書

1 06月13日 現代日本の地域課題 奥村弘 理事副学長・人文学研究科教授
2 06月20日 農業・農村の多面的機能と減災への貢献 田中丸治哉 農学研究科教授
3 06月27日 地域医療・福祉の課題 高田哲 神戸市総合療育センター診療所長
4 07月04日 事業者・大学・地域との連携 坪田卓巳 元灘区地域活動支援コーディネーター
5 07月11日 災害と地域 北後明彦 都市安全研究センター特別研究員・名誉教授
6 07月18日 観光と地域 辛島理人 国際文化学研究科准教授
7 07月25日 文化から見る現代の地域社会 山地久美子 地域連携推進本部特命准教授
8 08月01日 地域活動とキャリアデザイン 田中美惠 キャリアセンター政策研究職員

令和６年度履修者数（取消除く）
ひょうご神戸学 地域社会形成基礎論

第2Q 299名 290名
第3Q 295名 289名
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第3Q テーマ 担当 所属
1 10月03日 地域歴史文化の課題 松下正和 地域連携推進本部特命准教授
2 10月10日 地域経済の課題と地域づくり 中塚雅也 農学研究科教授
3 10月17日 地域医療・福祉の課題 大崎博之 保健学研究科准教授
4 10月24日 事業者・大学・地域との連携 坪田卓巳 元灘区地域活動支援コーディネーター
5 10月31日 レジリエンスと価値 鶴田宏樹 バリュースクール准教授
6 11月07日 災害復興と地域 近藤民代 都市安全研究センター教授
7 11月14日 地域歴史遺産の保全と活用 井上舞 人文学研究科特命講師
8 11月21日 地域活動とキャリアデザイン 田中美惠 キャリアセンター政策研究職員

・ 授業の総合評価（うりボーネット内）と
もに「有益」「どちらかといえば有益」
で 8割以上

・ 学生の感想・意見（R6 年度第 3Q、
BEEF+内アンケートより一部抜粋）
 自分が通っており、尚且つ住んでいる
神戸市や兵庫県についての細か歴史や
地理について何も知らなかったが知る
きっかけとなった。更にまちづくりに
関するテーマが多かったこともあって、
まちづくりにも興味が湧いた。
 神戸大学生として兵庫の歴史や今の動
きを知れてよかったです。
兵庫県の改革のお話がとても興味深かったです。
地方創生や地域社会の発展・維持について興味を持つようになり、関心の幅を広げられた。
 県外から来た者なのですが、この講義を通してこれから大学生活を送る、この兵庫の地域について知った
り、地域のボランティア活動に興味を持つきっかけとなりました。

②テキストの活用、本教育プログラムの周知と展開
・ COC+事業の成果をまとめたテキスト『地域づくりの基礎知識 1～ 5』（神戸大学出版会）のR6年度売
り上げ（R7年 3月末）が 175 冊（計 3,028 冊）あり、授業で活用するとともに本教育プログラムの全
国的普及に努めた。

・ 国際的港湾都市・神戸市をはじめとする地方公共団体・企業・
地域住民等との連携を通じたグローカルな地域社会形成や、
阪神・淡路大震災以降の安心・安全、健康の課題に応える異
分野共創型の研究をまとめた叢書の刊行を目指すべく、新テ
キスト編集について検討を開始した。なお、このテキストは、
地域連携推進本部教員が行う授業（ひょうご神戸学、地域社
会形成基礎論など）で使用可能なものになるよう構成し、R7
年度以降に神戸大学出版会より 6冊目として刊行予定である。

③COC+プラットフォーム関連の会議、行事の開催
a. 「歴史と文化領域」シンポジウム（園田学園女子大学主催、地域連携推進本部共催）
令和 7年 2月 8日に「生活の記憶をつなぐ－地域歴史遺産の記録」が園田学園女子大学にて開催された。

奥村弘神戸大学理事・副学長の挨拶の後、パネリストとして井上舞人文学研究科特命講師が「『村の記憶』
を『地域の歴史』へ－兵庫県朝来市の活動事例から」と題して報告を行った。

b. ひょうご神戸プラットフォーム連絡会の開催
神戸大学の他、兵庫県立大学・神戸市看護大学・園田学園女子大学、兵庫県・神戸市、神戸商工会議所・

兵庫県経営者協会・兵庫工業会・神戸新聞社をメンバーとする「ひょうご神戸プラットフォーム連絡会」を
令和 7年 3月 11日に開催し、今年度の活動報告や今後の地域連携について意見交換を行った。
神戸大学からは、下記のような報告があった。
・田中丸治哉・地域連携推進本部アドバイザリーフェロー「神戸大学の地域連携事業について」
・ 長志珠絵・国際文化学研究科教授「神戸の戦後生活史をめぐる映像資料を読む・見る・語る－戦災史資
料の蓄積を新たに読み直す パブリック・ヒストリーの試み」
・ 神戸大学TEAM＜NADA＞（代表学生：工学研究科修士１年・泉貴広さん）  
「『灘・夢ナリエ 2024』ワークショップ活動」
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4．ボランティア支援部門
令和 6年度の主たる業務
学生・学生団体、教員のボランティア・社会貢献にかかる取組みの支援、授業「ボランティアと社会貢献

活動（A）（座学）／（B）（座学・実習）」を通じた教育、阪神・淡路大震災 30年シンポジウムの運営開催、
学外組織と連携した事業、自治体・大学との協力事業など多様な取組みを展開した。
令和 6年能登半島地震の発生により、被災地で活動する学生個人を支援するため新たに「神戸大学生によ

る能登半島地震 復旧・復興 災害ボランティア活動経費助成」（神戸大学基金）を創設し、学生個人を対象と
し、交通費助成を行うことで災害ボランティアの取組みへの支援を多様化した。一般社団法人大学都市神戸
産官学プラットフォームに採択された提案プロジェクト「企業・行政・大学・住民が共につくる地域防災」
を通じて地域・住民、行政、企業とともに取り組むなど、地域連携事業、社会貢献に努めた。

〇 「神戸大学地域連携推進本部規則」（抜粋）　令和 3年 9月 28日制定
第8条 4　ボランティア支援部門は，次に掲げる業務を行う。
（1）　 学生等及び学生団体へのボランティア・社会貢献活動に係る支援  

（意識啓発，相談対応，情報収集，調査分析，学内外関係機関との連携等）に関すること。
（2）　ボランティア・社会貢献活動に係る教育に関すること。
（3）　教職員へのボランティア・社会貢献活動支援に対する意識の啓発に関すること。
（4）　その他ボランティア支援に関すること。

1）学生等及び学生団体へのボランティア・社会貢献活動に係る支援
①学生の支援と相談対応、地域・NPO団体とのつながり支援
・相談、マッチング、情報発信など
・「ボラCafe2024 春」（ボランティア学生団体の活動紹介、新歓）　5月 21日、22日　88名参加
・学生、ボランティア団体同士の交流場づくり　5月 22日

②学生ボランティア団体登録制度
・ボランティア活動に取組む登録 26団体（令和 7年 3月末時点）
・医療・福祉、文化、農業分野で活動する 3団体が新たに登録
・活動にかかる物品貸与、ミーティングルーム貸出
・相談、マッチング、情報発信、交流、活動報告の機会創出
・活動場所の訪問、地域の方々との情報・意見交換など

③学生団体向け助成金
a. 学外
学生団体が受けている学外の助成金 2024 年度（一部）
大学と連携したまちづくりチャレンジ事業補助金 （灘区）

長田区震災30年関連事業補助金 （長田区）（日吉町5丁目町内会）

能登半島地震・能登地方豪雨支援助成 （神戸市）

（丹波地域）学生等による地域貢献活動推進事業 （兵庫県丹波県民局、丹波篠山市）

ひょうご若者被災地応援プロジェクト （ひょうごボランタリープラザ）

コープともしびボランティア振興財団

b. 学内　神戸大学基金「学生ボランティアサポート経費助成」
・令和 6年度は 8団体に助成

団体名 活動事業
灘チャレンジ実行委員会 灘チャレンジ2024
環境サークルえこふる 「環境かるた」食品ロスver.を用いた食品ロスに関する小学生への出前授業第二弾
神戸大学地域密着型サークルにしき恋 農業ボランティア及び黒枝豆生産
CNF小児糖尿病サマーキャンプボランティア 小児糖尿病サマーキャンプ2024
神戸大学ボランティアバスプロジェクト 神戸・東北での語り部および震災ボランティア活動
神戸大学手話サークルぺんぺん草 学生による手話に関する情報発信・手話通訳ボランティア活動 
神戸大学混声合唱団アポロン 合唱文化の普及および演奏を通じた神戸の地域交流支援活動
神戸大学児童文化研究会 地域と連携して子どもに豊かな経験を提供する取り組み

2024年度　登録ボランティア団体
AGLOC─神戸大学国際農業サークル
神戸大学地域密着型サークルにしき恋
神戸大学地域おこしサークル水芭蕉
神戸大学学生震災救援隊
神大モダン・ドンチキ（震災救援隊）
神戸大学ボランティアバスプロジェクト
神戸大学持続的災害支援プロジェクト Konti
アイセック神戸大学委員会
神戸大学国際協力 NGO PEPUP
TRUSS─神戸大学留学生支援サークル
神戸大学混声合唱団アポロン
神戸大学Luonto（多世代交流系）
神戸大学児童文化研究会
神戸大学総合ボランティアセンター
①灘チャレンジセクション
②手話サークルぺんぺん草セクション
③灘地域活動センター（N.A.C.）セクション 
④住之江児童館セクション
⑤障がい者セクション
⑥点訳セクション
⑦とんかちセクション
⑧まーくん☆チームセクション
摩耶のんびり自習室
ボランティアサークル ちゃぼ
環境サークルえこふる
CNF小児糖尿病サマーキャンプボランティア
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④神戸大学ホームカミングデイ　第 18回　2024 年 10 月 26日
・全学式典：Kobe Med Connect（医学部生）能登半島地震被災地災害ボランティア活動の報告
・災害ボランティア展示：神戸大学ボランティアバスプロジェクト
・生産丹波黒豆の販売：地域密着型サークルにしき恋

⑤登録学生団体の活動場所訪問、活動支援と受入れ地域、団体との交流
文末一覧表に記載

⑥災害ボランティア活動の支援
a. 被災地、被災された方への配慮、十分な安全性確保の指導
・活動者との面談（対面・オンライン）、活動場所、安全性、経費などの相談、調整、助言
・「災害ボランティア活動計画書」「災害ボランティア活動報告書」の確認、助言
・確認後、各学部・研究科における安全の確保や公欠の願い出・休学手続きへの助言

b.「神戸大学生による能登半島地震 復旧・復興 災害ボランティア活動経費助成」制度の創設
・ 令和 6 年能登半島地震被災地で、本学学生が行う復旧・復興災害ボランティア活動への支援（神戸大学基金）
・ 「神戸大学生による能登半島地震 復旧・復興 災害ボランティア活動経費助成要項」（4月 1日） 
助成金額は人あたり 1年に 40,000 円を上限 
学生 17名が活用し、災害ボランティア活動に積極的に取り組むきっかけとなっている。
・ 能登半島地震被災地（石川県輪島市、七尾市、金沢市、福井県福井市など）での災害ボランティア受入
れ先団体等へボランティア支援部門長が訪問し現地状況を理解した上で助成金制度設計を検討した。

c. 災害・復興ボランティア団体
阪神・淡路大震災（1995 年）、東日本大震災（2011 年）、熊本地震（2016 年）を契機に活動を始め、継

続して取り組んでいる団体。
団体名 設立 2024年度主な活動内容

神戸大学学生震災救援隊
神大モダン・ドンチキ 1995年1月

阪神・淡路大震災から続く取組み・にぎわいづくり
能登半島地震被災地災害ボランティア
東日本大震災被災地災害・復興ボランティア

神戸大学総合ボランティアセンター 1995年5月

8つのセクションで活動
N.A.C.セクション（灘地域活動センター）
灘チャレンジ実行委員会
手話サークルぺんぺん草セクション
障がい者セクション
住之江児童館セクション
点訳セクション
とんかちセクション
まーくん☆セクション

灘チャレンジ実行委員会 1995年6月 灘チャレンジ2024
灘地域活動センター（N.A.C.） 1997年4月 集合住宅で住民の皆さんとのお茶会

神戸大学ボランティアバスプロジェクト 2011年4月

能登半島地震被災地災害ボランティア
東日本大震災／岩手県大槌町
阪神・淡路大震災／神戸市長田区
地域づくりボランティア
語り継ぎ／震災伝承活動

神戸大学持続的災害支援プロジェクトKonti 2016年4月 能登半島地震被災地災害ボランティア
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d. 神戸大学生災害ボランティアの展示

⑦神戸市 第 1回「地域貢献賞受賞」　灘地域活動センター（N.A.C.）　2025 年 3月 25日
阪神・淡路大震災から続く地域住民とのコミュニティ形成に寄与する交流活動が表彰された。

⑧情報発信　ボランティア・社会貢献に関するボランティア支援部門ホームページ
a. ボランティア支援部門 https://www.office.kobe-u.ac.jp/crsu-chiiki/volunteer/

b. 『地域に出るー神戸大学ボランティアと社会貢献のススメ 2025』発行
 https://www.office.kobe-u.ac.jp/crsu-chiiki/pdf/volunteer/index/Pamphlet2025.pdf

2）ボランティア・社会貢献活動に係る教育に関すること。
①「ボランティアと社会貢献活動（A）（座学）」「ボランティアと社会貢献活動（B）（座学・実習）」
　座学（A）では、社会、大学の中でのボランティアや社会貢献の取組を多様な視点、アプローチで学ぶこ
とを目的とし、学生として取り組むボランティアと、社会の構成員として取り組む社会貢献（弁護士のプロ
ボノ活動、医師、メディア、企業のCSR／ CSV等）をキーワードに授業を構成した。実習を含む（B）で
は商店街等の地域経済、農業、災害・復興、社会福祉等多面的ボランティアへの参加機会を創出している。
　https://www.office.kobe-u.ac.jp/crsu-chiiki/voluntee/lesson/

a.2024 年度受講生のアンケートより抜粋
●ボランティアと社会貢献活動（A）受講者の感想
・毎回講師が変わるので楽しみで仕方がない！
・ こんな凄い人たちから話を聞けるとは思わなかった。お金稼ぎであったり、自分のためだけでなく、社会
や他者のために活動している人が沢山いるのだとリアルに知れて嬉しかった。

・講義を受ける前よりもボランティアに対する視点が 180 度変わった。
・ボランティアをしてみたい気持ちになった。
・この授業での学びを将来的に生かせるようがんばりたいです。
・心のつながりを大切にしたり専門的なものが役立つと知ることでき、ためになりました。
・ボランティアがただの人助けだけでなく経済的や技術的なものもあることを知り、自分の幅が広がった。
・ボランティアする側としてもらう側の両方の面から考えることが多く、非常に興味深い授業でした。
・働きながら社会貢献できるという話が印象に残った。
・ プロボノ、ボランティアやメディアができるボランティア等、知らなかった世界を知れたことは今後の自
分の就職活動などに大きくかかわるだろうと感じた。
●ボランティアと社会貢献活動（B）受講者の感想
・ きっかけは単位取得のためだったが、ほかの授業とは全く違う構成で、普通はなかなか出来ない経験をす
ることが出来てよかった。

・抽選でこの授業を履修でき、これで単位が取れたら面白いと思い、実際、沢山の学びがありました。
・この授業が実習を含む唯一のものだったから。
・知らない分野での活動に興味を持った。
・人の役に立ってみたいと思い参加した。
・ボランティアに気軽に参加してみたいと感じ、ハードルが下がりました。

ALL HAT2024　10 月 26日 ふたば学舎　11月 16日 こうべあいウィーク 2025 1 月 14 ～ 24 日
こうべまちづくり会館

神戸大学震災 30年シンポジウム
2025 年 1月 11日
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・第 1回 2024 年 8月 28日「能登半島地震から次の 30年を考える」
・ 第 2回 2024 年 12 月 15日「阪神・淡路大震災から 30年次に私たちができること」
・第 3回 2025 年 2月 26日「みんなの避難の場～多様性と包摂性を考える」

②　JA共済連兵庫・ラジオ関西　阪神・淡路大震災 30年メモリアル企画「ぼうさいげんさい川柳」協力

阪神・淡路大震災被災者の方と大相撲の観戦 10 月 24 日
神戸大学ボランティアバスプロジェクト

ALL HAT2024　10 月 26日
JA共済連兵庫／灘地域活動センター

ぼうさい川柳教室　10月 2／ 4日
ボランティア支援部門

③第 9回HAT神戸防災訓練　10月 26日　人と防災未来センター／ALL HAT 2024

神戸市危機管理室 神戸市長田区日吉町 5丁目町内会 神戸学院大学 なぎさ防災福祉コミュニティ
灘地域活動センター（N.A.C.）

④ 阪神・淡路大震災・大学生の語り継ぎ　　10月 12日、11月 16日  2025 年 1月 12日　1月 13日
　阪神・淡路大震災の激甚被災地・神戸市長田区において神戸大学生が語り継ぎ活動に取り組み、地域の方
の話から学びながら、語り継ぎを聞きに来てくださった方々に支えられている。

ふたば学舎震災学習ラボ・神戸大学　「大学生の語り継ぎ」　語り部勉強会　10月 12日 語り継ぎ実践　11月 15日

災害 ･復興ボランティア　1月 17日
1.17KOBEに灯りを in ながた

あい ･ウオーク　2025 年 1月 12日
日吉町 5丁目町内会

語り継ぎ「祈り」　1月 13日
神戸大学ボランティアバスプロジェクト

エフエムわぃわぃ

⑤神戸大学阪神・淡路大震災 30年記念事業　神戸大学震災 30年シンポジウム　2025 年 1月 11日
（第 1部）神戸大学阪神・淡路大震災 30年記念事業委員会（委員長：藤澤正人学長）・地域連携推進本部

神戸大学混声合唱団アポロン
手話サークルぺんぺん草

奥村弘理事・副学長
地域連携推進本部

卒業生　
住田功一さん・安田真奈さん

木戸良明理事神戸大学学生震災救援隊・神戸大学総合ボランティアセンター
神戸大学ボランティアバスプロジェクト・Kobe Med Connect

藤澤正人学長

⑥〔後援〕全国被災地語り部シンポジウム in 阪神・淡路　2024 年 12 月 8日

山地久美子特命准教授
ボランティア支援部門長

奥村弘理事・副学長
地域連携推進本部長

松下正和特命准教授
地域連携教育部門長

近藤民代教授
都市安全研究センター

神戸大学ボランティアバス
プロジェクト12



5）今後の検討課題
・ボランティア・社会貢献活動の情報と参加機会の提供【学内・学外】
・4キャンパスの活動情報収集と提供、学生同士の交流機会の創出
・他大学との交流、地域・学外組織とのボランティア支援ネットワーク構築、情報発信と提供 ほか

【広報】ボランティア支援部門・学生ボランティア団体に関連するメディア掲載（一部抜粋）

新聞
記事

神戸新聞　2025/1/21  1月11日「神戸大で震災30年シンポ　減災へ「実践的な研究を」　研究者や学生、ジャーナリストが登壇」
https://www.kobe-np.co.jp/news/society/202501/0018561035.shtml　　Kobe Med Connect
朝日新聞　2025/1/12「人のつながりが命を救う」神戸大で大震災30年シンポ　追悼展も
https://digital.asahi.com/articles/AST1C4192T1CPIHB00MM.html　奥村弘理事・副学長
神戸新聞　2025/1/16「神戸・長田を巡り被災と復興学ぶ あいウォークに200人参加」 朝刊18面
https://www.kobe-np.co.jp/news/zenkoku/core/202501/0018535265.shtml　
神戸大学ボランティアバスプロジェクト
神戸新聞　2025/1/18  ＜社説＞次世代へ／継承の芽を地域で育てる
https://www.kobe-np.co.jp/opinion/202501/0018553365.shtml
神戸大学ボランティアバスプロジェクト
毎日新聞　2025/1/19遺族の言葉で得る学び　神大生らが招く　神戸で講演会　／兵庫　
https://mainichi.jp/articles/20250119/ddl/k28/040/085000c 
神戸大学学生震災救援隊代表
読売新聞　2025/3/12「記憶の伝承　若者が語り部に」
https://www.yomiuri.co.jp/kyoiku/kyoiku/renaissance/20250311-OYT8T50104/#google_vignette　
神戸大学ボランティアバスプロジェクト／山地久美子特命准教授
神戸新聞　2025/3/19　＜日々 小論＞学生震災救援隊の30年　　
https://www.kobe-np.co.jp/opinion/202503/0018767936.shtml　　神戸大学学生震災救援隊代表
朝日新聞　2025/3/17「被災地・長田を歩いて感じて　育て震災カタリベ、兵庫県でスタート」
https://digital.asahi.com/articles/AST3J4KGJT3JPIHB002M.html　　山地久美子特命准教授

冊子 『月刊神戸っ子3月号』「神戸大学阪神・淡路大震災30年シンポジウム」藤澤正人学長／奥村弘理事・副学長https://kobecco.hpg.co.jp/97953/　

TV
放映

NHK大阪「ほっと関西」2024/12/9 NHK神戸「災害の教訓をどうつなぐ全国被災地語り部シンポジウム 神戸」
https://www3.nhk.or.jp/kansai-news/20241209/2000089812.html 　山地久美子特命准教授
サンテレビ　2024/12/10「多世代の語り部　災害を語り継ぐ　震災30年を前にシンポジウム」
https://www.sun-tv.co.jp/suntvnews/news/2024/12/10/83559/ 　　
神戸大学ボランティアバスプロジェクト
NHK大阪　ニュース「ほっと関西」2025/1/15 特集「震災の記憶を継承 『語り部』の継承に必要なことは」
https://www3.nhk.or.jp/kansai-news/20250115/2000090745.html 
神戸大学ボランティアバスプロジェクト／山地久美子特命准教授
NHK大阪　「この街で生きる 阪神・淡路大震災30年」2025/1/17
https://www.nhk.jp/p/osaka-nessisen/ts/X4X48GXNX2/episode/te/MXKXXMYYXV/
神戸大学学生震災救援隊

神戸
大学

『神戸大学統合報告書』2024年度版
TOPICS「学生のボランティア活動支援」41頁https://web-pamphlet.jp/kobe-u/2024e27/#page=43 
広報課　2025/1/16「震災の経験と教訓を次世代へ－阪神・淡路大震災30年シンポジウムを開催しました」
https://www.kobe-u.ac.jp/ja/announcement/20250116-shinsai30/ 

web

大学コンソーシアムひょうご神戸　NOTE【地域で輝く学生】
vol.101　阪神・淡路大震災30年シンポジウムの開催と「神戸大学生のボランティア30年のリレー」
https://note.com/consohyogo/n/nf2e2470975a6　
vol.105　神戸大学生 阪神・淡路大震災からの地域交流（その1）
https://note.com/consohyogo/n/n076330c59a8e　

令和 6年度ボランティア支援の状況と取組み
令和6年度 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
相談・面談・助言ほか 3 7 11 6 4 2 7 3 2 6 2 11
災害ボラ計画・相談 4 9 3 6 2 3 4 3 11 2 2 3
活動場所の訪問等 0 1 1 2 3 6 7 2 5 5 1 2
事業・地域活動参加等 6 8 10 18 13 18 19 16 6 17 11 10

ボランティア支援部門長が実施した事業・協力・参加等（抜粋）
令和6年4月15日 能登半島地震被災地／石川県輪島市、七尾市災害ボランティア活動団体など（訪問）

4月26日「学生団体 2024年度ボランティア支援 概要説明 & 意見交換会」第1回説明会（開催）
4月26日「学生団体 2024年度ボランティア支援 概要説明 & 意見交換会」第2回説明会＋個別（開催）
5月7日 第1回大学コンソーシアムひょうご神戸 学生交流委員会（出席）
5月11日 摩耶のんびり自習室（摩耶地域福祉センター）活動（訪問）

5月13~23日「令和6年度（第1期）学生ボランティアサポート経費助成」（登録ボランティア団体）（募集）
5月21日 ボラカフェ2024・春　新歓 （開催）
5月22日 ボラカフェ2024・春　新歓／交流会（開催）
6月7日 TRUSS ウェルカムパーティー（訪問）
6月11日 神戸大学×神戸新聞① 授業「阪神・淡路大震災と都市の安全」都市安全研究センター（参加）
6月30日 神戸大学阪神・淡路大震災30年記念事業事務局会議（第8回）
7月6日 朝日新聞厚生文化事業団：令和6年能登半島地震大学ボランティアセンター活動報告会（参加）
7月9日 神戸大学×神戸新聞② 授業「阪神・淡路大震災と都市の安全」都市安全研究センター（参加）
7月9日 第1回1.17KOBEに灯りをinながた実行委員会（出席）
7月12日 令和6年度第1回 学生ボランティアサポート助成金執行にかかる説明会＋個別（開催）
7月14日「オオヤマルシェ」（にしき恋）（丹波篠山市）（訪問）
8月2日 上郡町／神戸大学地域連携推進本部　第2回（訪問）
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8月6日 神戸大学阪神・淡路大震災30年記念事業事務局会議（第9回）
8月10日 人と防災未来センター　HATの日（参加）
8月23日 長田区日吉町5丁目町内会 地蔵盆（神戸大学ボランティアバスプロジェクトボランティア）（参加）
8月24日 人と防災未来センター　HAT減災サマー・フェス2024（参加）
8月28日 大学都市神戸産官学プラットフォーム／採択プロジェクト「企業、行政、大学、住民が共につくる地域防災」第1回つながりから広がる、地域防

災の未来セミナー「能登半島地震から次の30年を考える」（開催）
9月5日 第3回1.17KOBEに灯りをinながた実行委員会 （出席） 
9月7日 水道筋商店街・灘祭り練り歩き・（灘チャレンジ実行委員会）（訪問）
9月9日 HAT神戸・渚中学校 避難訓練（訪問）
9月15日「灘復興祭2024」（灘チャレンジ実行委員会／ぺんぺん草／にしき恋）（参加）
9月20日 大学都市神戸産官学プラットフォーム「大学エコシステムによる SDGs 事業共創イニシアティブ」

「SDGs 未来ビジネス学生コンテスト 2024」（参加協力）
9月27日 神戸市灘区地域協働課、灘区地域活動支援コーディネーター
10月2日「ぼうさい川柳教室」なぎさふれあいのまちづくり協議会／脇浜ふれあいのまちづくり協議会（協力）
10月4日「ぼうさい川柳教室」日吉町5丁目町内会（協力）

9月27日-10月7日「令和5年度（第2期）学生ボランティアサポート経費助成」（登録ボランティア団体）募集
10月12日 ふたば学舎「阪神・淡路大震災30年　大学生の語り継ぎ　勉強会」（共催）

（神戸大学ボランティアバスプロジェクト）
10月22日 第4回1.17KOBEに灯りをinながた実行委員会   
10月24日 防災・減災・地域住民との交流プロジェクト／姫路大相撲

（JA共済連兵庫／なぎさふれあいのまちづくり協議会／脇浜ふれあいのまちづくり協議会／日吉町5丁目町内会／神戸大学ボランティアバス
プロジェクト）（協力）

10月26日 神戸大学ホームカミングデイ（協力）登壇報告：Kobe Med Connect
出展：神戸大学ボランティアバスプロジェクト／にしき恋

10月26日 人と防災未来センター／ALL HAT2024HAT神戸防災訓練（参加）
（神戸市危機管理室／JA共済連兵庫／日吉町5丁目町内会／神戸学院大学／神戸大学灘地域活動センター／神戸大学地域連携推進本
部）大学都市神戸産官学プラットフォーム協力

10月26日 人と防災未来センター／ALL HAT2024HAT神戸防災訓練
「神戸大学災害ボランティアパネル展示」（展示）

10月27日ラジオ関西祭：「ぼうさいげんさい川柳」（JA共済連兵庫）（訪問）
10月30日「能登半島地震と水害」（参加）
11月1日 ポーアイ4大学総合防災フェスタ（神戸学院大学）（雨天のため中止）
11月13日 ポートアイランド 港島地区総合防災訓練（神戸学院大学／神戸常盤大学）（参加）
11月13日 神戸大学六甲祭（参加）
11月16日 ふたば学舎「大学生の語り継ぎ」（共催）（神戸大学ボランティアバスプロジェクト）
11月16日 ふたば学舎「神戸大学災害ボランティアパネル展示」（展示）
11月18日 上郡町／神戸大学地域連携推進本部・国際文化学研究科　第3回（訪問／連携プロジェクト）
11月27日 灘区役所「学生ボランティア活動推進制度」紹介（授業「ボランティアと社会貢献活動（A）」）
11月29日 HAT神戸「世界災害看護学会2024 in 神戸」（協力）
12月6日 神戸大学「環境保全推進センター全学報告会」（えこふる／にしき恋）（訪問）
12月8日「第10回全国被災地語り部シンポジウムin阪神・淡路」未来セッション登壇

（神戸大学ボランティアバスプロジェクト／東北大学SCRUM）
12月12日 1.17KOBEに灯りをinながた実行委員会 小学校での講話・ろうそく作り活動（参加）

（神戸大学ボランティアバスプロジェクト）
12月14日 灘中央市場／ボランティア実習　授業「ボランティアと社会貢献活動（B）」（神戸市灘区）
12月14日 神戸大学混声合唱団アポロン第62回定期演奏会（伊丹アイフォニックホール）（参加）
12月15日 大学都市神戸産官学プラットフォーム／採択プロジェクト「企業、行政、大学、住民が共につくる地域防災」第2回つながりから広がる、地域防

災の未来セミナー「阪神・淡路大震災から30年 次に私たちができること」
12月18日 神戸市地域活性課「令和6年度神戸市地域課題に取り組むNPO等補助金採択団体」（参加）
12月25日 神戸市灘区地域協働課

令和7年1月11日 神戸大学阪神・淡路大震災30年事業委員会／神戸大学地域連携推進本部
神戸大学阪神・淡路大震災30年シンポジウム 第1部（開催）

1月11日 神戸大学阪神・淡路大震災30年事業委員会／神戸大学都市安全研究センター
神戸大学阪神・淡路大震災30年シンポジウム 第2部（協力）

1月11日「神戸大学災害ボランティア／大学生の語り継ぎパネル展示」（展示）
1月12日こうべあいWalk 2025（神戸大学ボランティアバスプロジェクト）（参加）
1月13日 神戸大学ボランティアバスプロジェクト「祈りをつなぐ 阪神・淡路大震災から30年大学生の語り部実践」たかとりコミュニティセンター（協力）

1月14～24日こうべあいWeek 2025「神戸大学災害ボランティアパネル展示」（展示）
1月17日「1.17KOBEに灯りをinながた」授業「ボランティアと社会貢献活動（B）」ボランティア実習

（神戸大学ボランティアバスプロジェクトが実習をサポート）
1月22日 神戸市危機管理室「【震災30年事業】神戸市帰宅困難者対策訓練」（神戸国際会館）（参加）
1月22日 令和6年度 丹波篠山市・神戸大学 連携推進協議会
1月30日 地域おこしサークル水芭蕉　コメ販売（農学研究科）
2月7日 令和6年度 灘区・中央区総合防災訓練・HAT神戸・渚中学校（参加）
2月15日 神戸大学保健学研究科第20回地域連携センター報告会（参加）
2月26日 大学都市神戸産官学プラットフォーム／採択プロジェクト「企業、行政、大学、住民が共につくる地域防災」第3回つながりから広がる、地域防

災の未来セミナー「みんなの避難の場～多様性と包摂性を考える～」（開催）
3月2日ロータリー第2680地区大会（参加）
3月4日 灘区チャレンジ補助金報告会（灘地域活動センター／まちプロジェクト）（参加）
3月8日 灘区「なだ大交流会」（神戸大学ボランティアバスプロジェクト）（参加）
3月9日 灘地域活動センター・県営岩屋住宅
3月12日 令和6年度 地域創生に応える実践力養成ひょうご神戸プラットフォーム連絡会
3月16日 ひょうご安全の日県民会議：第2回「BATON」震災語り部育成研修会（講師）
3月18日 第217回国会 参議院 予算委員会「災害の語り部の国際的展開」にかかる議員質疑・総理答弁（神戸大学の災害ボランティア・語り継ぎ活動に言及）
3月23日 文学研究科 奥村 弘 教授 最終講義（参加）
3月25日 参議院　災害対策特別委員会「災害の語り部と支援の拡充」にかかる議員質疑・大臣答弁（神戸大学の災害ボランティア・語り継ぎ活動、震災文庫に言及）
3月25日 神戸市第1回「地域貢献賞」受賞：神戸大学灘地域活動センター（N.A.C.）
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＊  地域資料調査
 ・山南町高座神社文書調査
 ・細見綾子生家所蔵資料調査
 ・井中自治会所蔵文書調査
 ・山南町北和田堂本家文書の目録作成
・その他、地域資料への対応多数

＊  〈たんば地域史料叢書 2〉『丹波の高札―2020 年～ 2022 年度調査資料』の刊行
＊   丹波古文書倶楽部への協力（毎月第 2土曜日、8月休会、講師：木村修二）
＊   その他
・丹波市文化財保護審議会委員の委嘱（井上）

⑨ 大学協定にもとづく加西市との連携事業（受託研究「加西市戦争遺産資料拡充調査」）
＊  『鶉野飛行場跡Ⅱ―令和 3 年度～ 6 年度戦争遺跡総合調査』の発行
＊   その他
・加西市文化財審議委員・加西市文化財保存活用地域計画委員の委嘱（井上）

⑩ 尼崎市との連携事業
＊   尼崎市立歴史博物館文書館部門専門委員の委嘱（市沢）

⑪ 連携協定に基づく三木市との連携事業
＊    新三木市史編さん支援事業
・ 通史編部会への助言・調査協力、地域編部会活動の助
言指導
・ 三木市立みき歴史資料館企画展 
「地域の歴史を次世代へ 
  ―どこにでもあるけど、そこにしかないもの―」 
（10/19 ～ 12/22）への協力
・ 企画展関連シンポジウム「地域の歴史を次世代へ」の
開催（11/10、於三木市中央公民館）
・ 『市史研究みき』第 9号、  
『市史編さんだより』第 16号、第 17号の発行

＊    商工観光課との連携事業
・ 市民グループ「旧玉置家住宅文書保存会」への活動支援

＊    三木市立みき歴史資料館事業への協力
・「みき歴史資料館協議会」の委員（会長）への参画（木村）

⑫ 三田市との連携事業
＊  地域文化遺産の保全・活用推進にかかる連携協力に関する覚書の取り交わし（三田市・NPO法人
さんだアートガーデン・神戸大学大学院人文学研究科地域連携センターの三者協定）

＊    旧三田藩主九鬼家資料の総合調査
⑬ 丹波篠山市との連携事業
＊丹波篠山市史編さん資料調査等業務共同研究
・専門部会の開催
・ 第 5回市史編さん新発見・新収蔵資料展「命が生まれるところ―産婆さんを知っていますか？―」
（6/12 ～ 6/30）
・丹波篠山市史編さん便り第 3号の発行
・ 令和 6年度近世編専門部会調査報告会「藩政日記は語る～若者から見た篠山藩青山家文書の世界
～」の開催（3/9） 17



＊市立中央図書館「地域資料整理サポーター」活動への協力
＊市立中央公民館主催「古文書講座（中級編）への出講
＊部落史研究委員会へのアドバイザー協力
＊NPO法人 SHUKUBA主催「古文書講座」への協力

⑭ 明石市との連携事業
＊明石藩関連資料調査・公開業務
・ 明石市立文化博物館特別企画展「明石藩の世界Ⅻ　藩
主忠国が創った『源氏物語』遺跡と俳諧文学」（9/14
～ 10/14、於明石市立文化博物館、同館・センター主
催事業）、関連講座「はじめての古文書講座」（10/5、
講師：石橋知之）

＊横河家文書調査・公開業務
・ 企画展「東二見横河家の功績―大坂の陣から近代建築
まで―」（6/1 ～ 6/30、於明石市立文化博物館、同館・
センター主催事業）

＊明石市における地域資料の調査等
・卜部和彦家文書調査
・尾上家資料調査
・古代東播磨地域における明石関係資料の調査
・近代明石関連の新聞記事調査

⑮ たつの市における連携事業
⑯ 佐用町との連携事業
⑰ 姫路市香寺町との連携事業
⑱ 福崎町との連携事業
＊共同研究「福崎町の地域歴史遺産掘り起こし」
・ 松岡家関係資料調査
・ 福崎町立柳田國男・松岡家記念館秋季企画展「柳田國男の旅－秋風帖・雪国の春・海南小記－」
（10/5 ～ 12/8、於同記念館、センター協力事業）
・ 『広報ふくさき』への寄稿
・ 地域所在資料調査多数

＊共同研究「兵庫県指定文化財　三木家住宅文献資料調査」
・ 三木家資料保存ワークショップ（5/6、7/1、9/2、
11/4、11/12、1/6、3/2）
・ 『大庄屋三木家資料集 6　三木家宛松岡家関係書簡・葉
書②』の作成
・ 大庄屋三木家住宅特別展「大庄屋のお仕事～姫路藩辻
川組三木家の奮闘～」（会期：11/1 ～ 12/1、於大庄
屋三木家住宅、センター協力事業）、（関連事業）三木
家入門講座⑧「姫路藩大庄屋の職務と活動　大庄屋三
木家を中心に」（11/12、講師：河野未央（武庫川女
子大学）、於大庄屋三木家住宅）

＊その他
・ 福崎町文化財保存活用地域計画協議会委員嘱託（井上）
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（4）地域の歴史文化をめぐる情報の共有や交流の促進
①  第 23 回歴史文化をめぐる地域連携協議会「災害の記憶を
継承する―震災資料をどう活用していくか」12/22、於瀧
川記念学術交流会館、参加：20機関 41名

（5）地域連携センターを拠点とするプロジェクト
①  科学研究費助成金・特別推進研究「地域歴史資料学を機軸
とした災害列島における地域存続のための地域歴史文化の
創成」（研究代表者：奥村弘、課題番号 19H05457）
＊  「災害文化と地域社会史」第24回（7/20）・第25（11/17）
回研究会の開催

＊  関連行事の共催・協力等
②  人間文化研究機構ネットワーク型基幹研究プロジェクト「歴
史文化史料保全の大学・共同利用機関ネットワーク事業」
＊兵庫県文化遺産防災研究会の開催（主催）11/28、於神戸大学
＊震災資料や災害の記憶の継承に関する会議の開催
＊阪神・淡路大震災に関する資料展示の開催、図録作成への協力
・ 兵庫県立博物館の阪神・淡路大震災 30年特別展「阪神・淡路大震災を伝える・知らせる―情報
と通信の 1990 年代 ―」2025 1/11 ～ 3/16、於兵庫県立歴史博物館

＊西日本大学連携協議会の開催（主催）2025 1/25、オンライン
＊災害文化を担う人材育成・教育プログラムの展開

（6）地域連携研究と研究成果の公表
①  年報『LINK【地域・大学・文化】』16号の刊行
②  地域連携センタースタッフによる、講演・市民講座等への
出講多数

以上、活動の詳細は、2025 年 3 月末に発行される当センター
の 2024（令和 6）年度事業報告書を参照。また、同報告書は、神
戸大学学術成果リポジトリKernel に公表されている。
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　阪神・淡路大震災の発生から 30 年を迎
えようとしています。当事者が直接震災の
経験を伝えることが難しくなっていく中
で、今後、震災の記憶を伝えていくために
震災資料が重要な役割を果たしていくこと
になります。
　本協議会では、地域の歴史の中に災害を
位置づけ、災害の記憶を後世に継承してい
くための震災資料の活用について、皆様と
協議していきたいと思います。
　

アクセス
阪急電鉄「六甲」駅、ＪＲ「六甲道」駅、阪神
電鉄「御影」駅から市バス36系統「鶴甲団地」
行乗車「神大文理農学部前」下車

2024 年
12月22日（日）
13:00～ 17:00
神戸大学
瀧川記念学術交流会館

問合せ
神戸大学大学院人文学研究科地域連携センター（担当：井上　舞）
〒 657-8501 神戸市灘区六甲台町 1-1　　TEL&FAX　078-803-5566
E-mail：area-c.event@people.kobe-u.ac.jp　URL：http://www.lit.kobe-u.ac.jp/~area-c/

主催　神戸大学大学院人文学研究科
神戸大学大学院人文学研究科地域連携センター

共催　兵庫県教育委員会（予定）
人間文化研究機構ネットワーク型基幹研究プロジェクト「歴史文化資料保全の大学・
共同利用機関ネットワーク事業」
科学研究費特別推進研究「地域歴史資料学を機軸とした災害列島における地域存続
のための地域歴史文化の創成」研究グループ（研究代表者・奥村弘）

神戸大学大学院人文学研究科地域連携セ
ンターHPに設置したフォームよりお申込
みください。
右のQRコードからも申込可能です。

申込方法
参加無料　事前申込制
（定員 80名）

申込締切 
 12/19（木）

報告①　佐々木 和子 氏 （神戸大学大学院人文学研究科学術研究員）
　　　　「震災資料の 30年」
報告②　吉川  圭太 氏（神戸大学大学院人文学研究科講師）
                「学生による震災資料の活用実践」

報告③　門馬 健 氏（とみおかアーカイブ・ミュージアム）
                      「地域資料のなかの震災遺産」
　　　　　　　　　　　　　　詳細はホームページをご覧ください
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ii）親支援教室参加者へのアンケート：保護者プログラム参加者に毎月実施しているアンケート（延 32名）
の結果、29名（90.6％）が内容について「理解できた」「やや理解できた」と回答、28名（87.6%）が事
前に感じていた「悩み」や「課題」を「解決した」「やや解決した」と回答、プログラムが子育てにおける
悩みの解決に一定の役割を果たしたことが示唆された。

iii）支援者育成事業：親支援教室の事業に参加する学生ボ
ランティアおよび発達支援の支援に関わって日が浅い者を
主な対象として、2024 年 9 月に「大人が変われば子ども
は変わる 発達障害の子ども達の体験している世界」（講師：
株式会社ALTHEA　代表取締役　渡邊雄介氏）をテーマ
とした研修をオンラインで開催し、11 名が参加した。発
達障害の基本的な理解から、教室での困りごとを事例とし
て具体的な関わりに関する助言や考え方および発達障害の
知識を講義いただいた。

②医療と福祉の連携による障害者への生活支援事業

学生の障害者福祉施設でのボランティア活動（概ね 2ヶ月に 1回の施設訪問）、地域交流事業における後
方支援（地域イベントへの参加、外出支援等）、障害者福祉施設に勤務するケアスタッフの実践力向上の支
援（学習会）を柱として事業を展開している。今年度、学生のボランティア活動および学習会は感染症の影
響により実施困難であったが、地域交流会に事業として神戸聖隷福祉事業団主催「おいでやすカーニバル」
にて呼吸機能測定やふきもどし作成のブースを企画運営した。院生 4名のボランティアが参加、約 120 名
の地域住民の参加があった。

③地域高齢者・認知症の方とそのご家族への支援

認知症予防・支援は高齢者が地域において健康に暮らし、充実した人生を送る上で極めて重要である。本
事業では、市民および医療福祉専門職者の協動による認知症予防・治療・介護を中心とした支援活動に力を
注いでおり、1）在宅認知症高齢者のご家族、及び医療福祉関係者への研修会を通した啓発・実践力向上支援、
2）地域在住高齢者へ認知症に関する講演会・認知症予防支援を行っている。今年度は 2）に焦点を当て、

①認知症予防に関する講演とタッチパネルを用いた簡易な
認知機能検査、認知症に関する相談会を大学院生、留学生
のボランティアとともに 1月に行った（地域高齢者 29 名
参加）。②地域在住高齢者を対象に認知・運動機能と意欲
の向上を目的とした手指運動介入プログラムを実施し（数
理・データサイエンスセンターとの共同プロジェクト）、
来年度も引き続き行う予定である。

④自治体の保健事業支援

2018 年度より少子高齢社会に適した地域づくりを目指
して、自治体における効果的な保健事業の展開のために、
保健計画の立案や評価や人材育成計画立案の支援を実施し
ている。2024 年度は、伊丹および宝塚健康福祉事務所管
内の保健師を対象に PDCAの研修を 1回実施した。支援
は職場外研修（Off the Job Training）と職場において実
務を通じて行われる教育（On the Job Training）を組み22



合わせて、保健事業の評価計画から評価まで支援を実施した。9月 24 日に 14 名の保健師を対象に 5つの
保健事業について支援を行った。また、加古川保健福祉事務所の保健師の高齢者施設への感染症対応の取組
への助言を行い、第 13回日本公衆衛生看護学会での発表の支援を行った。

⑤子宮頸癌啓発活動

ヒトパピローマウイルス（HPV）ワクチンと子宮頸癌検診の重要性などについて啓発活動を行っている。
4月 14 日に、須磨パティオで開催された子宮頸癌啓発キャンペーンの「LOVE49 キャンペーン in Kobe」
に実行委員として参加した。また、学部学生と院生 12名もボランティアとして参加し、院生 1名が本学学
生における子宮頸癌検診の受診率や問題点などについて発表した。10月 2日に、我々の取り組みが「神戸
市の健康課題の解決に繋がる研究」として採択され、神戸市と子宮頸癌予防に関する共同研究を実施するこ
ととなった。1月 15日に、神戸市健康局健康企画課と子宮頸癌検診の無料クーポン券の発信方法について、
院生 2名とともに協議を行った。

⑥ 家族支援相談事業

家族お悩み相談室は、完全予約制（無料）で、大学への来所、家庭訪問、オンラインによる家族支援（家
族看護）を実践した。広報媒体として日本語版・英語版・中国語版リーフレットを新しくし、専用のウェブ
サイトの更新を行った。年間 15家族に家族支援を実施した。能登半島地震の発生を受け、神戸市への避難
者の家族支援、支援者支援を実践した。

⑦運動を通じた発達が気になる学齢期の子どもと家族への支援事業

本事業は、主催する公益財団法人こうべ市民福祉振興協会へ協力して、
発達の気になる児童が体を動かす楽しさを経験し、運動への意欲や達成
感を持てる機会とすること、保護者が学び、情報交換する場を設け家族
支援の機会とすることを目的に教室を開催した。神戸市在住の小学 1・
2年生で発達の気になる児童とその保護者を対象に募集を行い、計 36
組を抽選で選定した。各クラス 5回の計 20回の運動教室（保護者プロ
グラムと運動遊びのプログラム）を開催し、実 36組、延 224 組が参加
した。25年 1月には過去の参加保護者に向けて同窓会を開催し、仲間
づくりの場の支援を行った。

⑧精神障害・発達障害者をサポートするNPO法人のサービス向上に向けた支援事業

地域在住障害者を支えるNPO法人の多くは小規模で、非専門職がスタッフとして支援を行っている。一方、
利用者の障害種別は異り、利用者の理解やかかわり方が難しいことも多く、スタッフへの教育的支援が必要
である。本事業では、非専門職スタッフの知識・技術の向上による対利用者サービス向上を目標として、保
健・医療・リハビリテーションの視点で研修を定期的にスタッフ 6-10 名に対して実施している。2024 年
度は 4月 15日、8月 19日、12月 16日の 3回研修を実施した。

⑨地域の子どもの放課後見守りボランティア
須磨区横尾子どもの居場所つくり「あさひ教室」は、地域の小学生を広く受け入れ、学習支援や遊びを通

して地域の中で子どもたちの育ちを支え見守る場所である。学生は学習支援の部分を担っている。計 40回
を 11名の学生（学部生 6名、大学院生 5名）がシフト制で見守りボランティアとして参加し、放課後児童
の学習支援を行った。また月 2回の遊びの時間を学生が企画運営して、教室運営に協力した。学生にとって
教室利用小学生はもとより、その保護者や地域ボランティアなどとの多世代交流の貴重な機会となった。 23



⑩地域の小学校における保健室ボランティア
神戸市内にある小学校で養護教諭の先生と連携・協働し、保健室・別室登校の児童とのコミュニケーショ

ンを通し、様々な背景を抱える子どもたちへの支援や学校保健について深く考える機会を作ることを目的と
して活動している。年間を通し、ボランティア学生が参加できる日を養護教諭の先生と共有し、また、特に
イベントが開催される日などは事前に確認し参加者を募る等、養護教諭の先生と連携しながら実施した。
2024 年 4月～ 2025 年 3月までの 37日間に、延 46名（実人員 11 名）の学生が保健室や通級指導教室で
過ごす子どもたちとの関わりなどを実施した。新学期の発育測定実施時は身体計測の補助、音楽会では子ど
もの付き添い等の支援を行った。ボランティアとして参加した学生は、養護教諭の先生、子どもや保護者か
らいただいた言葉により、将来看護師として活動する中での様々なビジョンの広がりを実感することができ
た。

⑪ハイリスク児を持つ親への育児支援事業

地域で暮らす極低出生体重児で生まれた子どもをもつ家族に対し、ふれあい遊びや様々なプログラム、保
護者同士の交流や専門家（小児科医師・臨床心理士・看護師・助産師・保育士等）からのアドバイスを通して、
子どもの豊かな成長・発達を目指すことを目的としている。2024 年 4月～ 2025 年 3月に、夏祭りやイベ
ント、小児科医による「お話会」などの親子教室が開催され、8回に学生ボランティア延 12名（実人員 8 名）
が参加した。通常プログラムでは 0～ 2歳児の託児、夏祭りの出店担当や遠足の付き添いなどのイベントの
運営補助をボランティアとして担当した。ボランティアとして参加した学生は、極低出生体重児とその家族
が抱える悩み、YOYOクラブのような子育て教室の意義について理解が深まった。

⑫身体障がいを抱える方のアクティビティ支援事業

須磨海水浴場においてNPO法人須磨ユニバーサルビーチプロジェクトが海水浴期間に主催するユニバー
サルビーチに参画した。事前研修会を受講した学生ボランティアが 7～ 8月中のプロジェクトに学生のべ
43名（実人数 21名）が参加し、NPOスタッフらと共に開場前に海岸沿いまでビーチマットを整備し、本
学参加日に来場された対象者 52組の状況に合わせた救命胴衣の着脱、水陸両用アウトドア車椅子への乗降、
海への入水をサポートし、一緒に海水浴を楽しんだ。

⑬地域で暮らす高齢者とご家族のための健康相談事業

1 月 23 日に対面（名谷キャンパス）とオンラインの同時開催で講話と相談会を実施した。講話は一般社
団法人生活者支援ネット・TARUS代表、本学非常勤講師の多留ちえみ氏による「病気があっても、住み慣
れた自宅で自分らしく生活するために」をテーマに実施した。対面 7名、オンライン 5名が参加し、個別相
談により課題解決の方向性を明らかにした。

⑭保健学研究科地域連携センター活動報告会

2025 年 2 月 15 日（ 土 ）、KOBE Co CREATION 
CENTER（三宮センタープラザ 9F）にて、第 20 回保健
学研究科地域連携センター報告会を開催し、参加者は 25
名であった。神戸市総合療育センター診療所長の高田哲氏
による「地域連携センターとの協働について」の講話と主
な事業の報告を行った。
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農学研究科地域連携センター　令和 6年度活動報告

農学研究科地域連携センターは、大学が保有する知識や技術を、農山村地域社会の問題解決および価値創
造において積極的に活用し、地域社会に貢献することを目的に、2003 年度に創設された。
農学研究科は「食料・環境・健康生命」に関わる諸問題を専門的かつ総合的に教育研究することを基本目

的としている。そうした中で、地域と農学を結ぶ拠点となり、地域の多様なニーズを共同の研究プロジェク
トにつなげる等、農学研究科と地域を結ぶ中間支援機関としての役割を担い、共同研究、セミナー、ワーク
ショップ、意見交換会などの地域交流を積極的に実施し、社会貢献を進めている。
農学研究科では、2007 年より丹波篠山市と連携協定を結び（2010 年から全学として協定締結）、連携活

動を進めてきた。現在、兵庫県東播磨県民局（2018 年～）、岡山県西粟倉村（2017 年～）、兵庫県農業協
同組合中央会（2010 年～）との間に連携協定を締結し、実践的な教育・研究活動を展開している。丹波篠
山市では、一般社団法人丹波篠山キャピタルとの連携のもとで「丹波篠山研究会」を組織するとともに、東
播磨地域では、東播磨フィールドステーションと一般社団法人ため池みらい研究所を設立し、市民との研究
成果の共有と研究ネットワークの構築を進めている。
以下、今年度の活動概要について事業ごとに報告する。

Ⅰ　地域共同研究
当センターの研究員が中心となり、自治体や住民団体、NPO、協同組合等とともに、地域の課題解決や

価値創造に資する調査研究を実施。また、農学部／農学研究科の学生や研究者が地域と共同で実施する調査
研究および事業を支援している。

■センターの研究員による調査研究
 1． 地域づくりコーディネーターの課題と育成手法　安部梨杏（丹波篠山駐在研究員）、丹波篠山市、丹

波篠山キャピタル
 2． 丹波篠山市内の祭囃子等の保存・伝承　三原香奈子 （丹波篠山駐在コーディネーター）、篠山春日神社

秋祭保存会

■農学部／農学研究科の研究者による調査研究
 1． 兵庫県内の圃場毎営農状況の自動判別法の開発　長野宇規（地域共生計画学）、丹波篠山市ほか
 2． 篠山城跡南堀のハス復活事業のモニタリング調査事業　鈴木武志（土壌学）、丹波篠山市ほか
 3． 丹波篠山市内の祭囃子等の保存・伝承　三原香奈子 （丹波篠山 FS）、丹波篠山市ほか
 4． 丹波篠山有機黒枝豆の販路選択に関する意思決定過程の解明　八木浩平 （国際食料情報学）、丹波篠山

市ほか
 5． CSA普及のための新たなモデル構築に関するアクションリサーチ　中塚雅也（農業農村経営学）、ノ

ウカナガイ
 6． 「ため池みらい研究所」による市民主体の研究と実践　中塚雅也（農業農村経営学）、長野宇規（地域

共生計画学）、兵庫県東播磨県民局、ため池みらい研究所ほか
 7． 新規産地での加工用トマト育成を通したオール兵庫県産食材による加工食品の開発　上田修司（生命

機能科学）兵庫県下ほか
 8． スギ人工林の広葉樹林化に関する研究　石井弘明（森林資源学）、姫路市林産振興課
 9． バイオエコノミーを基軸とした西粟倉村の持続可能な開発目標（SDGs）達成　長野宇規（地域共生

計画学）、岡山県西粟倉村

地域連携事業（組織型）
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■農学部・農学研究科の学生による調査研究
 1． 経済実験による丹波篠山黒枝豆の販促政策の検討　岡本美咲（農学研究科博士後期課程）、八木浩平（国

際食料情報学）、丹波篠山市役所、コープこうべ
 2． 農村高齢女性にみる地域食に関する知識保有と継承意向　岡久花衣（農学研究科博士後期課程）、中

塚雅也（農業農村経営学）、（一社）丹波篠山キャピタル、丹波篠山いずみ会
 3． 雑草管理の異なる畦畔景観に対する評価の特性　重里沙綺（農学研究科修士課程）、中塚雅也（農業

農村経営学）、（一社）ため池みらい研究所
 4． 加古川パスタの地域ブランド化のプロセスと課題　高尾海星（農学研究科博士前期課程）、中塚雅也（農

業農村経営学）、（株）八幡営農
 5． ため池管理組織リーダーへの階梯　佐々木太一（農学研究科博士前期課程）、中塚雅也（農業農村経

営学）、（一社）ため池みらい研究所
 6． 地域づくり組織における主体性の要因の解明　竹村実夢（農学研究科博士前期課程）、小川景司（農

業農村経営学）、（一社）みつおおじ
 7． 有機農業の普及に資する支援体制の解明　上田初紀（農学部 4年）、小川景司（農業農村経営学）、丹

波市役所

Ⅱ　地域交流活動
フォーラムや研究会、セミナー等の開催を通じて相互理解を目指すとともに、知識を共有し、地域の発展

につながる取り組みを実施している。

■研究会・セミナーの開催
 1． A-Launch
  第 23 回（6月 21日）「農と食と協同組合　～ Farm to Chopsticks by Co-operatives」
  話題提供：小寺收（農学研究科地域連携センター）
  第 24 回（1月 28日）「バイオエコノミーと地域づくり」
  話題提供　長野宇則（地域共生計画学 准教授）
 2． 地域連携研究会
  ・ 神戸大学版CSA研究会  

生産者、消費者とともに持続可能な農業と地域のつながりを深める新たなモデル「神戸大学版CSA」
の在り方を検討し、実証を行っている。

  ・ 地域ブランド研究会  
事例研究や、文献輪読を通じて、農産物ブランディングの理解を深めるとともに地域資源の価値を
高める方法について議論している。

  ・ コミュニティファーム研究会  
尼崎市内の菜園で、コミュニティの再生における農の可能性について研究、実践を行っている。

■農村ボランティア「ノラバ」事業
農村ボランティアバンクKOBE「ノラバ」の事務局として、ボランティアを必要とする農家と学生・市

民のマッチングを進めている。今年度は、21軒（うち新規 1）の農家登録と計 210 人（うち新規 23）のノ
ラバイター登録があり、28件のマッチングが図られた。

■学生地域活動支援
地域と連携した取り組みを進める学生団体に対して、情報提供、情報発信のサポート、相談対応など、活26



動の発展と充実に向けて支援を実施している。今年度は、4団体（にしき恋、AGLOC、Luonto、水芭蕉）
の地域活動を支援した。あわせて、丹波篠山市で活動する団体間で相互の情報共有を図ることを目的に、「篠
山学生活動団体連絡協議会（さされん）」を組織し、運営を支援している。また、大学内の活動支援として、
学生団体が農家とともに生産した農作物（黒大豆等）を学内販売する直売所「ささやま家（や）」を設置し、
学生らが、生産から販売までの過程を経験する機会を提供している。

■神戸大学食農ブランド創造事業への参画
大学としての統一的な流通チャネルとブランドを確立し、神戸大学食農ブランドを創造する「神戸大学食

農ブランド創造事業」に、附属食資源教育研究センターらとともに取り組んだ。この事業では、（1）大学発
の農畜産物の販売・ブランド価値の強化、（2）地域連携による商品開発と販路の開拓、（3）食農ブランド化
を牽引する法人の設立・運営を目指している。本年度は、その運営主体となる「一般社団法人神戸大学フー
ドコミュニティ」の設立支援をおこなうとともに、学内販売所「神戸大学マルシェ」の開設・運営を支援した。
2024 年 10 月には ECサイトを開設し、多くの方に購入いただける体制を整えた。その他、神戸大学版
CSAの運営、附属農場の農産物を活用した独自商品開発や附属農場で育成された但馬牛を「神戸大学ビーフ」
として販売する試みもスタートした。

Ⅲ　相談・情報発信
大学と地域をつなぐ拠点として、所属するスタッ

フが各種相談に対応している。2024 年度は 45件
の相談が寄せられた。内容は食農コープ教育や地
域活性化などに関する相談が多く、相談者は神戸
大学生・大学院生 10件、行政 4件、地域団体 3件、
企業 7件、教員 1件と幅広く相談を受け付けた。
また、Annual Report（活動報告書）の発行を

はじめ、ホームページや SNSを通じて地域連携活
動に関する情報を発信している。

Ⅳ　食農コープ教育プログラムの運営
農学部では、学部教育で培う専門性（理論）と

結びつけながら、生産者や生活者の視点から地域
の課題を学び（実践）、地域や社会に貢献できる人
材の育成を目指す「食農コープ教育プログラム
（Cooperative Education）」を実施しており、特
に、現場での実践活動を伴う科目の内容を充実さ
せるよう、取り組みを進めてきた。当センターは
プログラムの事務局として 3つの科目を提供している。

■実践農学入門
丹波篠山市）において、地元の農家を指導員とし、農作物の栽培や、むら仕事を体験しながら農業や農村

生活への理解を深めることを目的としている。2024 年度は丹波篠山市味間地区を受け入れ先として、44名
の学生が 6班に分かれて黒大豆の栽培を中心とした農作業を体験した。
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■実践農学
農業農村の現場での調査型プロジェクトやインターンシップ型プロジェクトヘの参加を通して、地域の産

業・環境・社会を理解する基礎的な技術や能力、企画力や調整力を身につけることを目的としている。
2024 年度は、計 19 名の履修者が 3つのプロジェクト（農業部を作ろうプロジェクト：5名、地域食を

掘り起こそうプロジェクト：8名、大路味噌の継承プロジェクト：6名）に分かれて活動した。

■兵庫県農業環境論A/B
兵庫県の農林水産業の位置づけ、現状と課題、政策展開を体系的に正しく理解し、批判的に評価した上で、

適切な対策を提案する力を養うことを目的としている。
兵庫県農業環境論Aでは、兵庫県職員、農水省職員、

JA職員等を講師に迎え、オムニバス形式で講義を実施
した（履修者数：95名）。
兵庫県農業環境論 Bでは、4班に分かれて、令和 7

デビューの水稲オリジナル品種の県内消費者の認知度
上昇と販売拡大」をテーマに、施策立案に向けたワー
クショップを実施しました（履修者数：21名）

Ⅴ　東播磨フィールドステーション　
東播磨フィールドステーションは、ため池をはじめとする地域資源の新たな管理システムを構築し、地域

の持続的な発展を支えるために設置された地域の交流・研究拠点である（2018 年 6月、加古川市にて開所）。
兵庫県東播磨県民局の後押しにより、開所以来、研究者が駐在する形で諸活動をコーディネートすることで
成果を残してきた。2022 年度からは、大学研究者に、ため池管理者、事業者が加わる形で「一般社団法人
ため池みらい研究所」を設立し、市民研究所として活動を推進しているが、東播磨フィールドステーション
は、それらの活動拠点としての機能を発揮し続けている。
なお、2022 年 8月には、運営基盤を強化するため、神戸大学農学研究科、京都大学大学院農学研究科、

兵庫県立大学地域創造機構、兵庫県東播磨県民局に、ため池みらい研究所が加わる形で連携協定を再締結し、
「東播磨地域創生連携協力協定推進協議会」を設立した。2023 年度からは、地域連携を支える事業を昨年の
3つ（地域創造研究、地域人材育成、活動・情報支援）から 6つ（相談窓口事業、研究事業、交流活動事業、
広報活動事業、施設管理事業、推進協議会の運営）に再編成し推進した。

1　相談窓口
地域住民、企業、行政等からの地域づくりに関する相談に応じて、必要な助言や対応先の紹介などをおこ

なった。主な相談内容は、ため池や水路、里山などに関する資源の適切な管理や、地域づくりや場づくり、
各種計画策定や地域資源に関するもので本年度の相談件数は延べ 98件であった。

実践農学入門（丹波篠山市味間地区） 実践農学「大路味噌の継承プロジェクト」
（丹波市春日町大路地区）

兵庫県農業環境論A
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2　研究
3つの枠組みのもと、6プロジェクト、うち 24のサブプロジェクトを実施した。これらのプロジェクト

には、のべ 22人のコアメンバーが関わっている。

（1）ため池サービスの維持
①次世代のため池管理人材の育成プロジェクト
② 草刈りの継続実施に向けた仕組みづくりプロジェ
クト
③農業・地域資源管理のスマート化プロジェクト

（2）ため池サービスの向上
④親水空間の創造プロジェクト

（3）農業・農村資源の管理
⑤ 水を育む里山を再生するエコビジネスの創出プロ
ジェクト
⑥農業・農村の振興および担い手確保プロジェクト

3　交流活動
県民や企業などの参加を得て、ため池管理組織強化や草刈りの講習会などを実施するとともに、フォーラ

ムやセミナーを開催し、学びの場づくりをおこなった。また 2023 年度からは、若者視点でため池の課題に
取り組む半年間の学生プロジェクトの授業実施および授業終了後の活動支援をおこなった。今年度は交流会
などにのべ 17回・306 人が参加した。

4　広報活動
東播磨フィールドステーションとため池みらい研究所に関する情報を、広く県民や地域企業と共有を図る

ため、紙や電子媒体（SNS）等を活用し発信した。今年度は、主要メディアに多く掲載されるとともに（計
6件）、SNSのフォロワー・アクセス数も微増傾向にあった。

5　施設管理
利用者が安全で安心して施設を使用できる施設空間を維持した。具体的には、冷房設備、コピー機の更新、

バックヤードをミーティングルームに変えるなどをおこなった。
開室日や訪問人数は、開設以来最も多く、180 日、のべ 1210 人となっている。これは、研究所の運営や

プロジェクトのコアに関わる人材が増えたためだと考えられる。

2024 年度 協定推進メンバー
中塚雅也（神戸大学大学院農学研究科 教
授）、長野宇規（神戸大学大学院農学研究科 
准教授）、星野敏（（一社）ため池みらい研
究所代表理事 /京都大学大学院農学研究科 
名誉教授）、内平隆之（兵庫県立大学地域創
造機構 教授）、柴崎浩平（（一社）ため池み
らい研究所理事 /兵庫県立大学環境人間学
部 助教）、スタッフ 山田真輝（地域連携セ
ンター　教育研究補佐員）

ため池みらい交流会の様子
（JA兵庫南神野支店）
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神戸大学・丹波篠山市農村イノベーションラボおよび 
丹波篠山フィールドステーション　令和 6年度活動報告

　
神戸大学・丹波篠山市農村イノベーションラボおよび丹波篠山フィールドステーションは、神戸大学と丹

波篠山市が連携し、地域の発展に資する研究と実践的な人材育成を目指して、“生きた現場 ”での研究・教
育活動を進めるための拠点施設である。また、学生や研究者が丹波篠山市で活動するための情報収集・研究
支援の場、地域住民等と大学のネットワーク形成の場となることを目指している。令和 6年度は、地域の人
材育成機能の強化を目的に組織再編をすすめ、「一般社団法人丹波篠山キャピタル」を市と大学の協力のも
と設立した。丹波篠山キャピタルには、農学研究科地域連携センターで担っていた「丹波篠山市地域おこし
協力隊コーディネート」業務を移管し、「篠山イノベーターズスクール」と一体的に人材育成事業をおこなっ
ている。
令和 6年度は地域連携を支える以下の 3つの事業（地域創造研究、地域人材育成、活動・情報支援）を推

進した。

Ⅰ　地域創造研究
本年度は、農学研究科地域連携センターの駐在研究員により、丹波篠山市の政策提言につながる複数の共

同研究が進められた。また、神戸大学等の研究者等が丹波篠山市で実施する調査研究の支援を通じて、地域
の発展と、他地域へ展開可能な地域課題の解決に資する実践的な知の創造を目指した。

■地域共同研究（9テーマ）
 1. 地域づくりコーディネーターの課題と育成手法
   安部梨杏（丹波篠山駐在研究員）、中塚雅也（農学研究科）、丹波篠山市地域振興課、丹波篠山キャ

ピタル
 2． 丹波篠山市内の祭囃子等の保存・伝承
   三原香奈子（丹波篠山駐在コーディネーター）、安部梨杏（丹波篠山駐在研究員）、篠山春日神社秋

祭保存会
 3. 兵庫県丹波篠山市における市史編さん事業のための研究と検討
  奥村弘（人文学研究科）､ 松本充弘（人文学研究科）
 4. 兵庫県丹波篠山市に連続分布するニホンザル群の農地利用特性と被害軽減に関する実践的研究
  清野未恵子（人間発達環境学研究科）､ 福田伊津子（農学研究科）
 5． 地域人材育成エコシステムの構築
  中塚雅也（農学研究科）、安部梨杏（丹波篠山駐在研究員）
 6． CSA普及のための新たなモデル構築に関するアクションリサーチ
  中塚雅也（農学研究科）、岡久花衣（農学研究科学生）、福永光希（農学部学生）
 7． 篠山城跡南堀のハス復活事業のモニタリング調査
  鈴木武志（農学研究科）
 8． 兵庫県内の圃場毎営農状況の自動判別法の開発
  長野宇規（農学研究科）
 9． 丹波篠山有機黒枝豆の販路選択に関する意思決定過程の解明
  八木浩平（農学研究科）
　10． 経済実験による丹波篠山黒枝豆の販促政策の検討
  岡本美咲（農学研究科学生）、八木浩平（農学研究科）

地域連携事業（組織型）
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　11． 農村高齢女性による地域食に関する知識保有と継承意向
  岡久花衣（農学研究科学生）、中塚雅也（農学研究科）

Ⅱ　地域人材育成
学部教育で培う専門性（理論）と結びつけながら、生産者や生活者の視点から地域の課題を学び（実践）、

地域や社会に貢献できる人材の育成を目指す「食農コープ教育プログラム（Cooperative Education）」では、
1年生を主な対象とした「実践農学入門」と 2～ 4年生を対象とした「実践農学」を開講している。より実
践的な企画立案から検証実験までのプロセスに関わる「実践農学」は、丹波篠山エリアでは 1グループが活
動した。また、地域人材育成の中核組織として、一般社団法人丹波篠山キャピタルの立ち上げに参画し、「篠
山イノベーターズスクール」「地域おこし協力隊コーディネート」の企画、運営業務支援をおこなった。

1．「食農コープ教育プログラム」の運営支援
「実践農学入門」は、44 名が受講し、味間地区の
6世帯の受け入れ農家ごとに班に分かれ、5回の現
地実習と、地域の課題解決に向けた提案を考えるた
めのワークショップを含む 2回の学内学習をおこな
い、最後に現地での成果発表会を実施した。
「実践農学」では、8名が雲部地区において「地域
食の発掘」プロジェクトに取り組んだ。丹波篠山市
内や雲部地区における地域食の掘り起こしに向けて
現地でヒアリングを行い、継承の意義を考え、提案
をおこなった。

2．一般社団法人丹波篠山キャピタルへの参画と運営支援
「篠山イノベーターズスクール」の運営主体であっ
た一般社団法人 EKLAB. を組織改編し、一般社団法
人丹波篠山キャピタルを設立した（代表理事：中塚
雅也（農学研究科教授）、副代表理事：堀井宏之（丹
波篠山市副市長）、理事として、安部梨杏（農学研究
科特命助教）、清野未恵子（人間発達科学研究科准教
授）が参画）。丹波篠山キャピタルでは、①人材支援
事業として、篠山イノベーターズスクールの運営と
地域おこし協力隊コーディネート、②人材管理事業
として、新しい関係づくりの制度開発、人材の紹介・
マッチング、③知識管理事業として、地域調査・コンサルティング、研究ネットワークづくりを進めている。
なお、2016 年 10 月より実施している起業・移住促進プログラム「篠山イノベーターズスクール」は、

2024年度は10期生・32名が履修した。ビジネス創出に必要な基礎知識や手法を学ぶセミナーが開講された。
これらの企画・運営、講師等に神戸大学の教員が引き続き協力している。なお、これまで総勢 268 名が篠
山イノベーターズスクールに入学し、58 名（うち市内 39 名）が起業・継業し、27 名（うち市内 15 名）
が新事業創出を達成している。

Ⅲ　活動・情報支援
1．フォーラム・セミナー等の企画・開催
2024年度は、市内外の参加者を募った学習会や情報交換会を開催した。丹波篠山市に関連する大学の活動・

イノベーターズスクールの実施の様子

「地域食の発掘」プロジェクト（実践農学）
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研究の成果発表や情報共有を行う第 5回丹波篠山研
究発表会（2月 22日開催）では、複数の大学の学生・
研究者、地域住民を含む 124 名を超える来場者があ
り、活発な情報共有、ネットワーキングが行われた。
また、地域住民・団体からの相談への対応を積極的
に推進するとともに、フィールドステーションのシェ
アオフィス / コワーキングスペース利用を試行し、
地域に開かれた大学の交流拠点となることを目指し
ている。

2．神戸大学教員の委員・アドバイザー参加
丹波篠山市総合計画審議会委員長および委員、農都ささやま外来生物対策協議会会員、丹波篠山市ふるさ

との森づくり連携ネットワーク会議（木育・担い手部会）アドバイザー、丹波篠山市有害鳥獣対策推進協議会、
同被害対策支援チーム、丹波篠山市農都創造審議会委員、兵庫県立篠山東雲高等学校評議員、古文書講座（中
級編）講師、部落史研究委員会アドバイザー、丹波篠山市史編さん委員会委員長および委員

3．情報発信
ホームページや Facebook 等 SNS による情報発信に加え、学生団体や地域創造研究の研究・調査成果な

どについて、テレビ局や新聞社の取材を積極的に受け、多くの取組が報道された。

4．学生活動団体サポート
丹波篠山市内で実施されてきた「実戦農学入門」や「実践農学」を履修した学生たちによる 3つの学生活

動団体（地域密着型サークル「にしき恋」、国際農業サークル「AGLOC」、多世代交流拠点サークル「Luonto」）
が自主的に活動を継続している。

2024 年度 運営体制
リーダー・ディレクター 中塚雅也（農学研究科教授）（（一社）丹波篠山キャピタル代表理事）
スタッフ 安部梨杏（丹波篠山駐在研究員）
 三原香奈子（丹波篠山駐在教育研究補佐員）
連携スタッフ 谷川智穂（（一社）丹波篠山キャピタル）
 瀬戸大喜（（一社）丹波篠山キャピタル）
 谷垣友里（（一社）丹波篠山キャピタル）
 河口英樹（（一社）丹波篠山キャピタル）
 岡安陽子（（一社）丹波篠山キャピタル）

第5回丹波篠山研究発表会
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■RCE兵庫 - 神戸との連携をベースとするプログラムづくり
国連大学認証組織であるRCE兵庫 - 神戸とHCセンターが共同で主催し、「第 7回 ESD実践研究集会」

を実施した。100 名近い参加者を迎え、これまで、複数のルームの交流・調整の場として試行されてきた
「WILL のつどい」ワークショップを応用し、「100 年をふりかえり、100 年を構想するワークショップ」や
「ESDカフェ」を企画・運営した。

■ ESD冬のプログラム／ ESDプラットフォームWILL春創成合宿による集いの場づくり
神戸大学 ESDコースの履修生を参加者として迎えて、2024
年 12 月 21.22 日、オークタウン加西（加西市）にて、「ESD・
冬のボランティアプログラム」を実施した。ボランティアの意味
を参加者が相互の交流の中で問い直すとともに、参加者同士の新
たなつながりが生まれることがねらいである。参加者は 60名弱。
アイスブレイク、グループビルディング、相互交流ワークショッ
プを経験しつつ、自分の当事者性をさらけ出す感覚を取り戻すプ
ログラムが行われた。
また、2025 年 2 月 14 ～ 16 日には、兵庫県嬉野台生涯教育
センターにおいて「春創成合宿」が実施された。参加者は三日間
のべ90名で、一年の総括と次年度の計画を策定するワークショッ
プや、HAP（冒険教育プログラム）を体験し、各自の当事者性
が偶然出会うプロセス（当事者性の邂逅：かいこう）が探究された。
そこでの主な議論は、ESDと SDGs の関係は？当事者性の交

差が生まれる実践装置とは？正統的周辺参加を実質化する組織体制とは？体験型活動と他の学びのユニット
との連動を促す仕組みは？などである。テーマは固いが、参加者それぞれの経験を通して語り合う対話の場
が作られた。さらに、ルームの各活動の実践仮説も検討された。何をどうすることで、どのような効果・影
響が期待できるのかを、ルームの壁を越えて参加者が協議し合った。合宿型という参加者にとってはハード
ルの高いプログラムであるが、多元的な視野でものを考える場としての意味は大きい。

■能登被災地支援／ハンセン病療養所邑久光明園での「ワークキャンプ」
邑久光明園とは、2007 年夏の第 1回ワークキャンプ

以来、海岸清掃、園内草刈り、園内清掃、自治会・サー
クルとの交流、つどいの広場の開墾事業、こみょたん
活動（マスコットによる啓発活動）、夏祭り・文化祭支
援などを通して、深いつながり・信頼を築いてきた。現
在、神戸大学大学院人間発達環境学研究科と国立ハン
セン病療養所邑久光明園は、2016 年来、教育・研究に
関する連携協定を締結している。
今年度は、8月 16日～ 22日、6泊 7日のワークキャ

ンプを実施した。参加者は、高校生や一般成人ら 50名
程度（途中参加者を含む）であった。自分自身を見つ
めなおし、自分の固定観念を問い直す「学びなおし
（Unlearn）」を経験することができたとの感想を得た。
また、特筆すべきは、令和 6年能登地震・水害被災への集合的な支援として、北陸学院大学との共同によ

る「ばんそう・プロジェクト」を開始したことである。輪島市門前町・珠洲市の復旧・復興に希望を灯す活
動としてほぼ月に 1回のペースで現地に赴き、ワークキャンプ方式のボランティア活動を展開している。引
き続き、2025 年度も継続する予定である。 35



■農村体験・サポート事業
昨年同様、丹波篠山市に拠点をおくNPO法人ミチノムコウとの共催で、農村や農の現実からサステナビ

リティを考える農村レジリエンスプロジェクトも、ESDプラットフォーム創成事業の大きな特徴である。
産業構造の変化、人口動態の都市への偏りのなかで、農村が生き残る方途を探究しつつ、そこで育まれてき

たライフスタイルを、持続可能な開発の観点で検討・
再評価することをねらいとする。WILL メンバーを
はじめ、ESDコースの学生たちが、5月 GWの田
植え、6，7月の草刈り、9月の稲刈り、1月の冬作
業などに体験的参加するだけではなく、ミチノムコ
ウのメンバーと協働して企画を立案する。今年度よ
り、WILL メンバー手動による「RE 里山プロジェ
クト」が始まった。古民家活用や体験学習プログラ
ムの企画運営を、WILL メンバーがより主体的に実
施し得る環境が整いつつある。

■機関紙『季刊WILL』の発行／ SNSによる情報発信
WILL メンバーの編集によって、機関紙『季刊WILL』を、年 2回発行した。登録メンバーが、互いに

情報を共有する目的であるが、WILL の HP にも掲載されている。WILL では、HP、FB、Twitter、
Instagramなどの SNSを活用したネットワーク促進事業、RCEユース会議事務局活動など、複数団体のメ
ンバーの協力の下、さまざまな連携促進の基盤となる事業が展開されている。詳細は、以下のURLを参照
のこと。
ESDプラットフォームWILL ホームページ：esd-will.org

☆企業とのコラボによる新しい拠点づくりへの期待
2025 年度は、RCE兵庫 - 神戸の協力のもと、民間企業との連携による新しい ESD推進拠点の運営が検

討されている。ここでも培われたユースの力、すなわち、WILL が大きな役割を果たすことになろう。大い
に期待したい。

（ヒューマン・コミュニティ創成研究センター長　松岡 広路）
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国際文化学研究科地域連携センター　令和 6年度活動報告

国際文化学研究科の研究推進センター（略称：Promis）内に「地域連携センター」発足して 3年目となり、
今年度は去年以上の活動を実施することができた。本センターが目指すのは、「グローバル化が急速に進行
しつつある地域社会の文化変容や摩擦を多角的に研究すること」である。世界中の国々の政治・社会・文化・
芸術に精通した本研究科の教員たちが、グローバル化を発端として生まれつつある各地域の社会問題の解決
に取り組んでいる。昨年度に引き続き今年度も、自治体・NPO・NGOや国際機関との緊密な関係を活かし、
観光やアートを通じた地域コミュニティの発展を目指して連携を進めている。

本年度の主な活動を振り返ると以下の 8 点に集約できる。

1）KIITOでのまちづくりシンポの開催

2）「美山ショートトリップ」の実施

3）関西テレビ放送、阪急交通社との観光映像ワークショップの実施

4）神戸市（神戸観光局）による教育旅行プログラム開発への協力

5）豊岡市におけるリカレント教育の実施

6）赤穂郡上郡町の地域映像のデジタル化と調査

7）ニセコ町との連携

8）神戸映画資料館で開催された「神戸発掘映画祭」への協力　

9）奈良県宇陀市で保存されている映画館・喜楽館（喜楽座）の調査に協力

以下、具体的に解説する。

1）KIITOでのまちづくりシンポの開催
2024年9月22日～23日、カルチュ

ラル・スタディーズ学会の年次大会で
あるカルチュラル・タイフーン神戸
2024 が西灘・水道筋会場と三宮みな
とのもり会場の二拠点で開催された
（Promis地域連携センターとの共催）。
この年次大会においては、同学会の代
表幹事である国際文化学研究科の小笠
原博毅教授が実行委員会委員長を務め
た。22 日午前、三宮みなとのもり会
場となったデザイン・クリエイティブ
センター神戸（KIITO）でおこなわ
れたシンポジウム 1「西灘水道筋の（生暖かい）挑戦――下町と山の手のあいだにて」に、神戸市灘区の水
道筋商店街でまちづくりの活動に取り組んでいる岩田かなみ、朴徹雄、坂本友里恵、慈憲一の各氏が登壇し、

地域連携事業（組織型）
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Promis 運営委員の井上弘貴教授の司会のもと、各自の活動紹介をおこなったうえで、地域が抱える課題に
ついて来場者とともに討論をおこなった。両日ともに西灘・水道筋会場では、灘中央市場、Incubation 
Studio SoWelu（ソエル）、古本屋ワールドエンズ・ガーデンなど地域の店舗等を会場として、海外からの
発表者を含めた学術報告のセッションが多数組まれた。

2）「美山ショートトリップ」の実施
2024 年 12 月 21 日、国際人間科

学部との共催により、国際人間科学部
ならびに国際文化学研究科の交換留学
生、国際共修チューター、引率教員あ
わせて 39名で京都府南丹市美山町を
訪れ、美山ショートトリップを実施し
た。本事業は、Promis 地域連携セン
ターにおける国際誘客研究のモニター
ツアーとして、昨年度の 2023 年度か
ら国際誘客研究グループが実施して。
今年度は現地到着後、参加者はかやぶ
きの里のガイドツアーを体験したあ
と、京都丹波高原国定公園ビジターセンターに移動し、しめ縄づくりをおこなった。指導いただいた美山し
め縄グループは、南丹市美山町の鶴ヶ岡地域で長年にわたって取り組まれてきた伏見稲荷大社の大しめ縄づ
くりを職人から引き継ぎ、その技術と伝統を継承している団体である。地域住民による文化継承の取り組み
それ自体を侵害しないかたちで、どのようにインバウンド観光の資源としても活用できるのか。持続可能な
地域観光のありかたを検証すべく、次年度も継続実施を予定している。

3）関西テレビ放送、阪急交通社との観光映像ワークショップの実施
2024 年度後期、Promis 地域連携

センターは、国際人間科学部グローバ
ル文化学科の井上弘貴ゼミと辛島理人
ゼミとの共同の取り組みとして、水道
筋商店街を題材としたVR（仮想現実）
による観光映像の制作をおこなった。
この観光映像ワークショップの取り組
みでは、本学文学部の卒業生であり、
関西テレビ放送株式会社のプロデュー
サーである小形正嗣氏の技術指導を受
けた。学部生 13名、大学院研究生 1名の計 14名が 3つのチームにわかれ、水道筋商店街での取材と撮影
を重ねて完成した VR 映像作品は、2025 年 2 月 20 日、阪急大阪梅田駅にあるイベントスペースの
NORIBA10 umeda にて、阪急交通社株式会社の会員を対象としたイベントの形態をとって試写の運びと
なり、当日は試写のあと、来場された方がたと学生たちが、地域の魅力発信にVR映像が果たす可能性をめ
ぐって意見交換の機会をもった。今年度制作されたVR映像作品は、2025 年度に出展を計画しているツー
リズム EXPOジャパン 2025 愛知・中部北陸の神戸大学ブースにて、来場者に体験していただくことを予
定している。38



4）神戸市（神戸観光局）の教育旅行プログラム開発への協力
2022 年度（2023 年）から、神戸観光局が神戸を代表する企業や公共施設、大学、ボランティア団体等

を取りまとめて、神戸オリジナルともいえる産官学連携による教育旅行（中高校生の修学旅行など）「KOBE
　SDGs　探究プログラム」（https://www.feel-kobe.jp/kyoiku/）を開発するあたり、国際文化学研究科、
先端膜工学研究センター、SDGs 推進室が連携して、「SDGs・探究学習・キャリア教育」をテーマに『KOBE 
SDGs 探究プログラム』を開発した。
2024 年度から、「先端膜工学」のほかに「観光」、「地域振興」、「防災」などをテーマとしたパイロットプ

ログラムを JTB神戸支店と共同で開発して全国から修学旅行生を受け入れており、その収益の一部は寄付
金として神戸大学に還元させている。この動きを深化させるべく、国際文化学研究科と神戸市役所（経済観
光局）、神戸観光局、JTB神戸支店の四者で 2025 年度に連携協定を締結する準備を進めている。

5）豊岡市との連携を視野にいれたリカレント教育
2024 年度に大学の「教育における社会貢献（リカレント教育）推進助成金」を受けて、観光を題材にし

たリカレント教育を実施した。豊岡市でフィールド研修を 2回行い、豊岡市や地元の観光事業および地場産
業のリーダーと交流を行った。
豊岡では、国際人間科学部および国際文化学研究科の卒業生が活躍しており、そのネットワークを活かし

て、今後もGSPプログラムをふくむ教育研究・地域連携を展開する予定である。また、豊岡市と観光分野
を軸とした連携協定も検討している。

6）赤穂郡上郡町の地域映像のデジタル化と調査
2024 年 11 月に本学教授・板倉史明が上郡町を訪問し、町内の施設を視察した後、町長ら幹部と意見交

換を行った。その後のオンライン会議を経て、2025 年度には地域住民から持ち寄られた 8mmフィルムの
「ホームムービー」を歴史資料として提供してもらい、コミュニティの歴史の開拓と活性化を進める「町合
併 70周年記念事業」のひとつとして展開する計画を進めている。8mmフィルムの募集については『神戸
新聞』西播版（2025 年 5月 4日）で「まちの記憶　デジタル映像化　上郡町が 8ミリフィルム募集」とい
う記事で紹介された。

7）ニセコ町との連携継続――北海道ニセコ高等学校の来学
本センターは 2023 年度末に北海道ニセコ町と包括的地域連携協定を締結し、ニセコ町立北海道ニセコ高

等学校との連携を深めてきた。本年度は三菱みらい育成財団の支援を受けたニセコ高校の生徒 6名と教諭 1
名を 5月 28日～ 29日に受け入れた。ニセコ高校の一行は、28日午前に東灘区の神戸酒心館を訪問し、同
館の副社長から震災当時のお話を聞いたあと、国際人間科学部に移動して学部生有志と交流をした。29日
には灘区の水道筋商店街にて学部生有志とのまち歩きに参加し、防災まちづくりの観点から学びを深めた。
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8） 神戸映画資料館で開催された  
「神戸発掘映画祭 2024」への協力
2024 年 10 月 19 日（土）・20日（日）、25日（金）

～ 27日（日）に神戸映画資料館で開催された「神戸
発掘映画祭 2024」の企画運営委員として本研究科の
板倉史明が協力し、3つの上映プログラムの解説を
行った。

9） 奈良県宇陀市で保存されている映画館・喜楽館  
（喜楽座）の調査に協力
宇陀市に明治末期から芝居小屋として開場した「喜

楽座」し、のちに 1962 年まで「喜楽館」と名称を変
えた映画館がある。その建物はいまも 1962 年当時の
まま保存されており、映画館として興行していた時期
の一次資料が残されている。本研究科の板倉史明が、
喜楽座を中心にして地域の活性化を推進する「宇陀キ
ラ倶楽部」と連携し、一次資料の目録化やデジタル化
をして喜楽館の歴史の解明と地域の活性化に取り組ん
でいる。
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海事科学研究科地域連携センター　令和 6年度活動報告

［概要］
海事科学研究科地域連携センターは、2022 年（令和 4年）4月に開設された。その前年 4月に、学部組

織が海事科学部から海洋政策科学部に改組され、地域に根ざした学部・研究科として、益々活発な地域連携
活動が期待されている。さらに 2022 年 3月には、これまで 35年間本部局（前身の神戸商船大学を含む）
の海技士教育を支えてきた練習船深江丸に代わる新船として、多機能練習船海神丸をキャンパスに迎えた。
この大きな節目と重なり、新学部をこれから大きく発展させていくためにも、本センターが研究科の拠点と
なり地域連携を推進していく。2024 年度は、これまで継続してきた神戸市東灘区との連携による地域の児
童生徒への体験型スクールと合わせて、海事博物館での小学生対象イベントの開催について、センターとし
て活動に関わった。それらの活動の概要を以下に報告する。

［活動内容］
1. こどもいろいろ体験スクール
こどもいろいろ体験スクールは、神戸市東灘区と区内の 6大学（甲南女子大学、神戸国際大学、頌栄短期

大学、甲南大学、神戸薬科大学、神戸大学海洋政策科学部）が連携し、神戸市東灘区在住の小・中学生を対
象に、子供たちの夏休み期間に各大学の特性を活かした講座を実施する事業である。本部局は 2011 年度か
ら本事業に参加しており、2024 年度は 12 回目であった。地域の大学として本学に親しみをもって貰うと
ともに、大学での体験学習により、五感を通して海や船の面白さを実感して貰うことを目的としている。特
に本部局の特徴を活かし、練習船海神丸の船内見学、実習船白鴎での乗船体験、海事博物館見学を実施して、
海事に対する興味や好奇心を喚起することを目指した。
本イベントは、2024 年 7 月 31 日（水）の 9時半～ 12 時に実施した。小学 3～中学 3年生 24 名、保

護者を合わせて約 40名の参加があった。
はじめに開催の挨拶と担当者からの

諸注意を行った後、停船中の海神丸の
船内見学、実習船白鴎への乗船体験、
海事博物館の見学を実施した。これら
は、参加者を2班に分けて交互に行った。
白鴎への乗船体験（1時間程度）では、
普段は見ることのない、海からの神戸
の街の景観を眺める機会を提供するこ
とができ、子どもたちも楽しんでいる
様子であった。本体験は、定員二十数
名の小型の船に、保護者の付き添いな
しで小学生を 12名ほど乗船させること
から、危険を伴うプログラムである。
イベント提供側としては、安全への配
慮が最大の課題であり、事前の注意、乗船中の気配りに万全の体制が求められる。
船内見学を行った海神丸は、災害発生時に被災地に対して水や電力、支援物資を供給・輸送することを重

要な機能の一つとして持っており、そのようなことを知って貰う機会とすることができたのは、大きな成果
の一つであった。また、海事博物館においては、船の模型や神戸商船大学の時代から活躍してきた船の歴史、
また海技士養成にまつわる知識に触れて貰うことができた。特に、本学名誉教授の矢野吉治氏（元深江丸船
長）による自身の貴重な体験や該博な知識に基づくさまざまなお話には、子どもたちのみならず付き添いの

海神丸の見学の様子

地域連携事業（組織型）
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保護者も非常に興味を惹かれ、感銘を
受けている様子が伺えた。このような
熟練の経験者が持つ「知」は得難いも
のであり、将来を担う子どもたちの教
育・学習に活用していくことが望まれ
るところである。将来船舶の運航に関
わることを志すこどもが現れてくれる
ことを期待する。
本イベントの参加者へのアンケート

結果を示す（回答者 17 名）。小学生～
中学 1年生の参加が多く、全員から「内
容に満足した」との回答が得られた。
今後も体験イベントに参加したいとの
声が多かったことから、本イベントは
一定の成功を収めたと言うことができる．また，回答数は少ないが、希望する体験プログラムについてもさ
まざまな意見が寄せられ、今後の参考にしたいと考えている。
本イベントは猛暑の時期の開催となるため、熱中症の防止や体調不良者の救護などの対策が不可欠である。

また、上記の通り乗船体験は危険を伴うため、安全管理に細心の注意が必要となる。慣れによる気の緩みな
どが万一にも起こらぬよう、担当者一同、安全への配慮を怠ることのないよう肝に銘じたい。
本イベントの窓口となっていただいた東灘区役所には、大変お世話になり感謝に絶えない。
本イベントは、地域の大学に足を踏み入れ、乗船を体験できることから、非常に人気が高く、毎年多くの

参加申込者があると聞いている。近隣東灘区在住の方々に、地域にある大学として本学に親しみをもっても
らい、海事に対する興味や好奇心を喚起する良いイベントとなったと考えている。

2. 神戸大学海事博物館夏休みワークショップ「船のおもてなし～花毛布とタオルアニマルをつくろう～」の
開催（海事博物館主催イベント）
海事博物館主催の夏休みワークショップとして、2024 年 7月 29 日（月）および 8月 2日（金）に「タ

オルアニマルを作ろう～客船のサービスに親しむ～」を開催した。講師は明海大学ホスピタリティ・ツーリ
ズム学部の上杉教授と、人文学研究科の菊地准教授に 1日ずつご担当いただき、小学生とその保護者がタオ
ルアニマルの作製に挑戦した。以下、2回目の様子を報告する。

白鴎への乗船の様子

アンケート結果
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始めに上杉先生より、日本の旅客船の客室を飾ってきた「花毛布」が紹介された。この花毛布は、ベッド
で使う毛布を花の形などに折り上げる「船のおもてなし」で、100 年以上前から引き継がれていることが説
明された。海外でも同様に、クルーズ船やホテルの客室ベッドに可愛い犬や豪華な鶴の造形が、お客様への
おもてなしとして飾られているそうである。海外ではバスタオルやフェイスタオルで作られ、タオルアニマ
ルと呼ばれているとのこと。それぞれ、タオルと毛布の違いはあっても、ともに相手（お客様）へのおもて
なしの心（深い思いやり）が具現化したものであることが説明された。
次に、上杉先生がタオルでペンギンやカニな

どを折る実演をして下さった。あっと言う間に
一枚のタオルから、可愛らしい動物の姿が現れ
る様子に、子どもたちは目を奪われていた。続
いて、参加者全員に配られた折り方の資料やビ
デオを見ながら、子どもたちや保護者は「カニ」
「ペンギン」「ぞうさん」「スワンハート」といっ
たタオルアニマルづくりに挑戦した。
まず「ペンギン」を作り（これは参加記念で

お持ち帰りいただいた）、それから他の動物た
ちを順に作っていった。ひとつ作っては、一度
タオルを元のように崩して、また別のアニマル
を・・・となるものの、参加者たちは、自分が
苦心して作ったタオルアニマルの出来が気に
入り、崩す前に互いに作品と写真を撮り合うな
ど、名残惜しそうな様子であった。出来たアニ
マルたちは、なるべく崩さずに前の机に集め、
予備のタオルも使って沢山の作品を作って
いった。最後は、二羽の白鳥が向かい合って
ハートを形取る「スワンハート」を仕上げ、に
ぎやかなタオルアニマルの動物園のようにな
り、大いに盛り上がっていた。
おわりに、上杉先生から、ご家族に日頃の感

謝やありがとうの気持ちとしてタオルアニマ
ルを作って贈り、「おもてなしの文化」を楽し
んで欲しい、とお話しいただいて、閉会となっ
た。上杉先生、そして参加者の作業を補助して
下さった学生アルバイト諸氏に、心からお礼申
し上げる次第である。

ワークショップの様子

参加者たちの作品
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